
巻頭言 

会報 35号に寄せて 

東北地区情報技術教育研究会会長 

山形県立東根工業高等学校長  布川 元 

 

本会の第 35 回総会並びに研究協議会は、平成 20 年 6 月 19 日から 20 日にかけて福島県いわき

市の「スパリゾートハワイアンズ」において開催され、東北各県の 38 校・計 90 名が参加し成功

裏に終了しました。大会委員長の福島県立平工業高等学校綱田直正校長先生のご指導の下に、湯

田恒弥教頭先生や草野修先生はじめ諸先生方の綿密な大会運営は、参加者から絶賛の声を得まし

た。協力いただいた福島県工業教育界の先生方に心より厚く御礼申し上げます。 

さて、5 月 29 日に開催された全国情報技術教育研究会第 1 回理事会において、全国情報技術

教育研究会第 37 回全国大会での東北地区の発表が 3本から 4本に増えました。これは、全国大

会が秋田県秋田市で開催されることから、主管地区としての配慮からです。しかし、研究協議会

での発表内容により 3本の推薦になることも考えられましたが、日頃の授業に根ざした教材開発

や地域との結びつき等の幅広い内容で、甲乙つけがたい素晴らしい発表でありましたので、予定

通り 4本の推薦をすることができました。 

全国大会へは次の 4テーマが選出されました。 

■ 「河川環境学習の取り組み」  

岩手県立一関工業高等学校 土木科 佐々木直美   

 ■「ＫＮＯＰＰＩＸ ＯＳを利用した小学校パソコン教室」 

宮城県立鶯沢工業高等学校 電子科 阿部 茂雄 

 ■「デジカモ計画」２００５～２００７  

山形県立長井工業高等学校 電子システム科 山口 清樹 

 ■「ＰＬＤ実習への取り組み」 

福島県立会津工業高等学校 電気科 渡邊 豊  高畑利夫 

 

全国情報技術教育研究会第 37 回全国大会（秋田大会）は、平成 20年７月 31 日～8月 1日に、

秋田市の「ホテルメトロポリタン秋田」を会場に全国から 142 名の参加のもと盛大に開催されま

した。全国から 15 テーマの発表がありましたが、東北から選出された４つのテーマはいずれも、

最先端技術と地域との結ぶつきを重視した内容で、東北の情報技術教育のレベルの高さを証明す

るものでありました。発表された 4校の先生方に賛辞と感謝を申し上げます。また、全国大会を

開催するに当たり大変ご尽力いただきました、秋田県立能代工業高等学校長大澤博一校長先生、

平川和紀教頭先生、高松文仁先生をはじめ諸先生方に感謝申し上げます。 

来年度は、東北情報技術教育研究会第 36 回総会並びに研究協議会が山形県立新庄神室産業高

等学校を主管校として、平成 21 年 6 月 18 日・19 日に「山形国際ホテル」で開催されます。事

務局を担当される皆様には、公務多忙なところ誠に恐縮ですが、準備方よろしくお願い申し上げ

ます。 



１ 平成２０年度東北地区情報技術教育研究会 

第３５回総会並びに研究協議会報告 
 

（１） 開催要項 

○期  日  平成２０年６月１９日（木）・２０日（金） 

○会  場  福島県いわき市「スパリゾート ハワイアンズ」 

○来  賓 

   ・国立教育政策研究所教育課程研究センター 教育課程調査官 

    文部科学省初等中等教育局参事官付 教科調査官    池守  滋 

   ・全国工業高等学校長協会 東北地区代表理事      池田 博男 

   ・全国情報技術教育研究会 会長            新井  誠 

   ・福島県教育委員会 教育長              野地 陽一 

   ・福島県教育委員会 学習指導課 指導主事       鈴木 康隆 

   ・福島県高等学校教育研究会 工業部会長        栗村  知 

 

○参加校名 

   弘前東高校       八戸工業大学第一高校  弘前工業高校 

   八戸工業高校      由利工業高校      秋田工業高校 

   能代工業高校      湯沢商工高校      横手清陵学院高校 

   種市高校        一関工業高校      盛岡工業高校 

   宮古工業高校      山形工業高校      長井工業高校 

   寒河江工業高校     酒田工業高校      東根工業高校 

   新庄神室産業高校    仙台工業高校      蔵王高校 

   石巻工業高校      鶯沢工業高校      米谷工業高校 

   東北工業大学高校    福島工業高校      二本松工業高校 

   郡山北工業高校     清陵情報高校      白河実業高校 

   塙工業高校       会津工業高校      喜多方工業高校 

   勿来工業高校      小高工業高校      聖光学院高校 

   尚志高校        平工業高校 

 

 

○参加者 

県名 来賓 青森 秋田 岩手 山形 宮城 福島 合計 

学校数  ４ ５ ４ ６ ６ １３ ３８ 

参加者数 ６ ６ ６ ６ ７ ９ ５０ ９０ 

 



○日程 

 ６月１９日（木） 【第１日目】 

時 刻 行 事 会 場  教材展示 

10:00 
     

 
役員会・理事会 ３F「ﾌﾟﾛﾃｨｱ」 

  

11:00 
  

 
受  付 ３F「ﾗﾋﾟｰﾀ」 

 

３F「ﾗﾋﾟｰﾀ」 

13:00 
 

 
開会行事 

３F「ﾗﾋﾟｰﾀ」 

 

 
 

 
総  会 

 

14:00 
 

 
休  憩  

 

14:10 
 

 
講  演 ３F「ﾗﾋﾟｰﾀ」 

 

14:50 
 

 
休  憩  

 

15:00 
 

 
研究発表 ３F「ﾗﾋﾟｰﾀ」 

 

16:00 
 

 
休  憩  

 

16:10 
 

 
研究発表 ３F「ﾗﾋﾟｰﾀ」 

 

17:10 
 

 
休  憩  

 

18:30 
 

 
情報交換会 ３F「ﾗﾋﾟｰﾀ」 

  

20:30 
  

     

 

 ６月２０日（金） 【第２日目】 

時 刻 行 事 会 場  教材展示 

9:00 
     

 
研究発表 ３F「ﾗﾋﾟｰﾀ」 

 

３F「ﾗﾋﾟｰﾀ」 

11:00 
 

 
研究協議 ３F「ﾗﾋﾟｰﾀ」 

 

 
 

 
全情研発表者選考 ３F「ﾌﾟﾛﾃｨｱ」 

 

11:40 
 

 
助言・講評 

全情研発表者の発表 
閉会行事 

３F「ﾗﾋﾟｰﾀ」 

 

12:00 

 

 

    

 

 



○ 第１日  ６月１９日（木） 

 

１．開会行事 

 （１）開会の言葉 

 （２）東情研会長挨拶 

 （３）実行委員長挨拶 

 （４）教育長挨拶 

 （５）来賓挨拶 

 （６）来賓紹介 

 （７）閉会の言葉 

 （８）日程説明 

 

２．総会 

 （１）開会の言葉 

 （２）議長選出 

 （３）議事 

    ①平成１９年度事業報告 

    ②平成１９年度決算報告 

    ③会計監査報告 

    ④平成２０年度役員選出 

    ⑤平成２０年度事業計画案 

    ⑥平成２０年度予算案 

    ⑦その他 

 （４）閉会の言葉 

 

３．講演「これからの工業教育」 

    国立教育政策研究所教育課程研究センター 教育課程調査官 

    文部科学省初等中等教育局参事官付 教科調査官  池守  滋 

 

４．研究発表Ⅰ Ⅱ 

 （１）青森県立弘前工業高等学校          今井 聖朝 

 （２）秋田県立由利工業高等学校 木谷  勉 

 （３）岩手県立宮古工業高等学校 浅野 樹哉 

 （４）山形県立長井工業高等学校 山口 清樹 

 （５）宮城県鶯沢工業高等学校 阿部 茂雄 

 （６）福島県立会津工業高等学校 渡邊  豊・高畑 利夫 



○第２日  ６月２０日（金） 

 

 ５．研究発表Ⅲ・Ⅳ 

  （７）青森県立弘前工業高等学校 志村  博 

  （８）秋田県立湯沢商工高等学校 高階 亮太 

  （９）岩手県立一関工業高等学校 佐々木直美 

  （10）山形県立寒河江工業高等学校 齋藤 秀志 

  （11）宮城県石巻工業高等学校 鈴木  圭 

  （12）福島県立清陵情報高等学校 新妻  孝 

     福島県立会津工業高等学校 金澤 直人 

 

 ６．研究協議 

 

 ７．助言・講評 

   福島県高等学校教育研究会工業部会長 栗村  知 

 

 ８．全国情報技術教育研究会 大会発表者の発表 

 

 ９．閉会行事 

 （１）開会の言葉 

 （２）東情研会長挨拶 

 （３）実行委員長挨拶 

 （４）平成２０年度全情研主管校校長挨拶 

 （５）次期大会主管校校長挨拶 

 （６）閉会の言葉 

 （７）諸連絡 
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これからの

工 業 教 育

工業の方向は？？

３月告示！

・幼稚園指導要領
・小学校学習指導要領
・中学校学習指導要領

新しい学習指導要領は
いつ、実施か！！！

・H26：小学校
・H27：中学校

H21から移行措置！

平成19年11月7日 中央教育審議会教育課程部会「審議のまとめ」

平成20年1月17日 中央教育審議会「答申」

平成20年3月28日 小・中学校学習指導要領（文部科学省告示）改訂

広く国民から意見募集(11/8～12/7）

関係団体からヒアリング

平成17年2月 学習指導要領の見直しに着手（大臣からの要請）

平成20年2月15日 小・中学校学習指導要領（文部科学省告示）改訂案公表

広く国民から意見募集(2/16～3/16）

学習指導要領改訂についてのこれまでの経緯

平成18年12月 教育基本法改正

平成19年 6月 学校教育法改正

5

教育の目的とこれまでの学習指導要領改訂

• 教育の目的
「人格の完成を目指し、平和で民主的な国家および社会
の形成者として必要な資質を備えた心身とともに健康な
国民の育成」（教育基本法第１条）

• これまでの学習指導要領改訂
・ 学習指導要領は、教育の目的の実現を図るため、
社会の変化や子どもたちの現状を踏まえ、概ね１０年に
一度改訂

・ 今回の改訂に当たっても、社会の変化や子どもたちの
現状を踏まえた上で、いかに教育の普遍的な目的の
実現を図るかとの観点から検討

6

現行学習指導要領の理念①

• 現行学習指導要領の理念の重要性
・ 現行学習指導要領の理念は「生きる力」をはぐくむこと

「生きる力」：

○ 基礎・基本を確実に身に付け、いかに社会が変化しようと、

自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、行動し、

よりよく問題を解決する資質や能力、

○ 自らを律しつつ、他人とともに協調し、他人を思いやる心や感動

する心などの豊かな人間性、

○ たくましく生きるための健康や体力 など

・ 今回改めて検討を行ったが、「生きる力」をはぐくむという

理念はますます重要
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7

現行学習指導要領の理念②

• 「知識基盤社会」の時代と「生きる力」
・ 「知識基盤社会」において求められる変化に対応する能力

○課題を見いだし解決する力

○知識・技能の更新のための生涯にわたる学習

○他者や社会、自然や環境と共に生きること など

・ このような時代を担う子どもたちに必要な力こそ

「生きる力」

・ 「生きる力」は、ＯＥＣＤが知識基盤社会に必要な能力とし
て定義した「主要能力（キーコンピテンシー）」を先取りした考
え方

8

現行学習指導要領の理念③

• 改正教育基本法等と「生きる力」
・ 教育基本法改正：新たに教育の目標等を規定

・ 学校教育法改正：義務教育の目標を規定、学力の重要

な要素を明確化

①基礎的・基本的な知識・技能の習得

②知識・技能を活用して課題を解決するために必要な

思考力・判断力・表現力等

③学習意欲

・ 法改正により明確に示された教育の基本理念は、

「生きる力」の育成

9

子どもたちの現状と課題

• 子どもたちの学力と学習状況
・ 教育課程実施状況調査及び国際的な学力調査

① 思考力・判断力・表現力等を問う読解力や記述式問題に課題

② 読解力で成績分布の分散が拡大

③ その背景には家庭での学習時間などの学習意欲、学習習慣・

生活習慣に課題

・ 全国学力・学習状況調査

基礎的・基本的な知識・技能は概ね身に付いているが、知識・
技能を活用する問題に課題

• 子どもの心と体の状況
・ 自分への自信の欠如や自らの将来への不安、体力の低下など
子どもたちの心と体の状況に課題

→「生きる力」で重視している事項に課題
10

課題の背景・原因

• 社会や家庭・地域の変化

• 学習指導要領の理念を実現するための

具体的な手立て

• 教師が子どもたちと向き合う時間の確保や

効果的・効率的な指導のための条件整備

11

課題の背景・原因

• 学習指導要領の理念を実現するためのこれまで
の手立てに５つの課題
［１］ 「生きる力」の意味や必要性について、文部科学省による趣旨の周
知・徹底が必ずしも十分ではなく、十分な共通理解がなされなかった

［２］ 子どもの自主性を尊重するあまり、教師が指導を躊躇する状況が
あったとの指摘

［３］ 各教科での知識・技能の習得と総合的な学習の時間での課題解
決的な学習や探究活動との間の段階的なつながりが乏しくなっている

［４］ 各教科において、知識・技能の習得とともに、観察・実験、レポート
、論述といった、知識・技能を活用する学習活動を行うためには、現在
の授業時数では十分ではない

［５］ 豊かな心や健やかな体の育成について、家庭や地域の教育力が
低下したことを踏まえた対応が十分ではなかった

12

学習指導要領改訂の基本的な考え方

• 教育基本法改正等で明確になった教育の理念を

踏まえ 「生きる力」を育成

• 知識・技能の習得と思考力・判断力・表現力等の

育成のバランスを重視

• 道徳教育や体育などの充実により、豊かな心や

健やかな体を育成
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教育内容の主な改善事項①

• 言語活動の充実
・ 言語は知的活動やコミュニケーション、感性・情緒の基盤

・ 具体的には、国語科において読み書きなどの基本的な力を定着させた上で、各教科等に

おいて記録、説明、論述、討論といった学習活動を充実

• 理数教育の充実
・ 科学技術の土台である理数教育の充実を図るため、国際的な通用性、内容の系統性、

小・中学校での学習の円滑な接続を踏まえた指導内容を充実

• 伝統や文化に関する教育の充実
・ 国際社会で活躍する日本人の育成を図るため、各教科等において、我が国や郷土の

文化や伝統を受け止め、それを継承・発展させるための教育を充実

・ 具体的には、国語科での古典、社会科での歴史学習、音楽科での唱歌・和楽器、

美術科での我が国の美術文化、保健体育科での武道の指導などを充実

14

教育内容の主な改善事項②
• 道徳教育の充実
・ 道徳教育は、道徳の時間を要として特別活動をはじめ学校の教育活動全体を通じて行うもので
あることを明確化

・ 発達の段階に応じて指導内容を重点化し、体験活動を推進

・ 道徳教育推進教師（道徳教育の推進を主に担当する教師）を中心に、全教師が協力して

道徳教育を展開することを明確化

・ 先人の伝記、自然、伝統と文化、スポーツなど、児童生徒が感動を覚える教材を活用

• 体験活動の充実
・ 子どもたちの社会性や豊かな人間性をはぐくむため、その発達段階に応じ、集団宿泊活動や

自然体験活動（小学校）、職場体験活動（中学校）を重点的に推進

• 外国語教育の充実
・ 積極的にコミュニケーションを図る態度を育成し、言語・文化に対する理解を深めるために、

小学校高学年に外国語活動を導入

・ 中学校においては、コミュニケーションの基盤となる語彙数を充実するとともに、聞く・話す・

読む・書くを総合的に行う学習活動を充実

高等学校の教育課程の枠組み

•高等学校教育の共通性と多様性

のバランス

共通性と多様性のバランス
• 週当たりの授業時数は３０単位時間

• 卒業単位数は７４単位以上

• 必履修科目の単位数は原則として増加させない

• 学習の基盤である国語、数学、外国語は、共通必履修科

目を設定

• 地理歴史、公民、理科は、現行どおり選択必履修

• 総合的な学習の時間は、授業時数等の弾力的な取扱いを

検討

• 専門学科は専門教科・科目を２５単位以上履修

• 総合学科は「産業社会と人間」を履修

17

教育課程の基本的な枠組み（その他）

• 学校週５日制の下での土曜日の活用
・ 学校週５日制の維持

・ 地域と連携し、総合的な学習の時間の一環として体験活動等を行う
場合の土曜日の活用

• 発達の段階に応じた学校段階間の円滑な接続
・ 幼小の教育課程の工夫による小１プロブレムへの対応

・ 小学校の教育内容を中学校で再度指導する等の工夫

• 教育課程編成・実施に関する各学校の責任と現
場主義の重視
・いわゆる「はどめ規定」の見直し

・独自の教科の創設などの特例措置を、特区制度ではなく、文部科学
大臣の認定により認める仕組みの導入

18

教師が子どもたちと向き合う時間の
確保などの教育条件の整備等

• 教職員定数の改善

• 教師が子どもたちと向き合う時間の確保のための

諸方策
○外部人材の活用 ○教師の事務負担の軽減等

○ＩＣＴ環境の整備 ○学校の組織力の向上

• 効果的・効率的な指導のための諸方策
○個に応じた指導など指導方法の改善 ○教師の資質向上

○教科書や学校図書館の充実 ○学習評価の改善

○全国学力・学習状況調査の活用 ○教育課程におけるＰＤＣＡサイクルの確立

• 教育行政の在り方の改善



4

19

家庭や地域との連携・協力の推進と
企業や大学等に求めるもの

• 家庭や地域との連携・協力の推進
○「早寝早起き朝ごはん」やＰＴＡ活動の一層の充実

○放課後の学習や体験の場での学校と地域の連携

• 企業や大学等に求めるもの
（企業に求めるもの）

○雇用環境の整備 ○有害情報の除去

○学校教育活動への協力・参加

○大人の教育への参加のための環境づくり

（大学に求めるもの）

○大学入学者選抜における思考力・表現力・判断力等の重視

○学力の水準を確保するための高校と大学の接続

20

今後の予定

• 平成２０年度の周知・研修・補助教材の検討を経て、
幼稚園は平成２１年度から全面実施
小・中学校は平成２１年度からできるものについて先行
して実施

• 小学校では平成２３年度、中学校では平成２４年度から
新学習指導要領全面実施

 高等学校、特別支援学校学習指導要領等、
平成２０年秋を目途に改訂予定

21

ま ず は

• 「生きる力」の理念の継承

• 具体的な手立ての見直し
・授業時数の増

・各教科→活用する力の育成、言語活動の充実

・総合的な学習の時間→意義の再確認と役割の明確化

• 教育条件整備への努力



（３）研究発表 

 

ＰＩＣのタイマー割り込みの利用と応用 

        青森県立弘前工業高等高校 

         情報技術科   今井聖朝 

 

１ タイマーについて 

 ＰＩＣマイコンのタイマー割り込み（一定の

精度ある時間間隔で”数える”というのが基本

的処理）を応用すると正確な時間測定ができた

り、一定時間間隔で別の作業をさせることもで

きます。割り込みの基本的利用例と、応用例と

して１０ｍ秒の精度で時間測定をするストップ

ウオッチや電波時計の仕組みを紹介します。 

 

２ ＰＩＣのタイマーと割り込みの種類 

 ＰＩＣマイコン（１６シリーズ）の割り込み

の種類には、特定のボタン押下によるもの、タ

イマーを利用する割り込み３種類の全４種類あ

りますが、利用するにあたってはそれぞれの特

徴を理解し、適切なものを選択します。 

 

３ 割り込みの応用作品 

(1)Ｂ０ボタンの押下による割り込み 

 曲番号を増減して選曲し、スタートボタンで

メロディが流れるマイコンジュークボックスで

す。Ｂ０ボタンを押すとメロディが中断され、

選曲状態に戻ります。 

     （マイコンジュークボックス） 
 
 
 

１個音を出すごとに、特定のボタンが押された

か判定すれば割り込み処理にしなくてもできる

ように思えます。ところがボタンを押した瞬間

にそれを取り込み判定する命令を実行しないと

処理はなされません。つまりボタンを押すタイ

ミングと命令を実行するタイミングが一致する

かどうかの問題になります。一致しない場合複

数回押すとか、長めに押し続けるとかしないと

うまく動作しません。 
 

(2)０．０１秒単位のストップウオッチ 

１０ミリ秒間隔でタイマー割り込みを生じさ

せ、その割り込み回数を数え表示することでス

トップウオッチになります。３個の７セグＬＥ

Ｄで長い測定時間を表示するため時と分、分と

秒、秒以下など切り替え表示にしています。時

間の精度は発振子の精度です。 

 

   （マイコンストップウオッチ） 

 

４ タイマー２割り込みを利用した電波時計 

(1)送信されてくるデータの意味 

 日本標準時報曲（ＪＪＹ）は１秒間に１個の

データ、”マーカ”か”０”か”１”を送信し、

１分間で６０個のデータを２進化１０進数で送

信してきます。その整形した波形は以下のよう

になります。 

 



 

 

   マーカ      データ １   データ ０ 

    1   1 
 

 0 

 

 
 0 

 

 
  

 

 

  0.8秒        0.5秒 0.5秒   0.2秒 0.8秒 

 

(2)電波時計のプログラム作成で考慮した点 

 プログラムでは送信されてくる１秒間の０、

１の割合を時間測定し”マーカ”か”１”か”

０”かを判断し、さらにそれらの組み合わせか

ら意味ある時刻などの情報に変換します。 

 ①タイマー２の割り込みを使用し、１０ｍ秒

で割り込みを生じさせカウンターを１増やすし

くみを作ります。ＰＩＣの変数は１バイト長な

ので、０．８秒でカウンター値が８０、１秒で

カウンター値が１００となりうまく１バイトに

収まります。 

 ②四六時中送信されてくる信号の並びから、

最初と最後にマーカがあることから２回続けて

マーカがきたら、次から時刻データの先頭信号

がくると判断し取り込み始めます。 

 ③波形整形後の０、１の時間割合が０.８秒な

ど理論値と一致していないので（下図）、判定

に幅をもたせます。 

 

マーカ  ０．０７秒 ～ ０．３２秒 

データ１ ０．４０秒 ～ ０．６２秒 

データ０ ０．６８秒 ～ ０．９２秒 

１個のデータ長 ０．８８秒～１．１２秒 
 

(3)小型電波時計 

使用マイコン ＰＩＣ１６Ｆ８７７ １個 

言語    ＭＰＬＡＢ（アセンブラ） 

水晶発振子 １２．８ＭＨｚ(KYOCERA) 

タイマー２を使用し、１０ｍ秒の割り込み

で時間を測定します。 

 

 (4)大型電波時計 

 これは課題研究で作製したもので、アクセサ

リー部分を付けて展示用にしました。周辺のＬ

ＥＤが秒を示し、中央の７セグが時分を示しま

す。電源は５Ｖと１２Ｖ（７セグ用）の２系統

になります。 

 言語や使用するマイコンと個数は・小型版と

同じです。受信完了後や電源投入時は水晶発振

により時間測定します。電波感度が悪い場所や

天候のときは水晶発振で時を刻むとい方法にし

ています。 

 またストップウオッチ機能や目覚まし（アラ

ーム）機能を付けたりしています。 

   

 (5)途中で受信失敗をしても 

 ＪＪＹから送信される時刻データは、先頭か

ら順にマーカ（１個）、分データ（８個）、マ

ーカ、時データ（９個）、マーカ、１月１日か

らの通算日・・・と続きます。これより時刻デ

ータのみを得るのであれば、６０個のデータの

うち、最初の２０個を正確に受信できれば、そ

の後で受信エラーが生じても、必要なデータを

取り込んだことになります。プログラムでうま

く対応すれば、途中で受信失敗をしても時刻は

取り込めるようになります。 



個人情報保護に関する生徒への指導について 

 

秋田県立由利工業高等学校 

電気科  木 谷   勉 

 

 秋田県の情報小部会では、ここ数年個人情報保

護に対する取り組みについて研究をしてきました

が、現在では、携帯電話を使用した様々な問題に

個人情報が絡んできたような気がします。また、

個人情報に関する情報モラルの教育は、生徒指導

の分野とも密接に関連して、重要性が増してきた

ような感じがします。 

 

 生徒個人が、情報機器を安全に活用するために

は、日常のル－ルやマナ－の他に、ネットワ－ク

社会特有のモラルを守らなければなりません。生

徒達がそれら情報手段を適正に利用・運用できる

ようにするためには、まずは、個人情報保護に関

する法律や条令について知ることで、個人情報の

取り扱い方を学び、利用目的に合った使い方がで

きるようになり、情報を扱うモラルや資質を身に

付ける必要があります。また、個人情報が第三者

に目的外利用されることを防ぐためにも、個人情

報の大切さを理解させることが大事なのだと思い

ます。そのためにも、個人情報を守る技術を身に

付けさせなくてはいけません。ただし、その知識

不足や意識の低さから個人情報を漏洩することに

なったり、情報モラルの欠如から不正な利用をす

ることで様々な問題が発生してしまいます。とき

に被害者になると同時に加害者になってしまう可

能性もあるので十分な注意が必要になります。情

報化社会における情報活用能力として３つの力

「判断力」「自制力」「責任力」が必要であり、

これら３つの力を身に付けることが出来るよう指

導しなくてはいけないということです。 

 

 「個人情報保護に関する生徒への指導について」

事例をまとめるために、先生方に対するアンケ－

ト調査を２校にて実施しました。『授業などで個

人情報保護に関する話題を取り上げたことがあり

ますか』という質問に対し、Ａ校・Ｂ校ともにほ

ぼ似たようなデータが得られました。取り上げた

ことがないという回答も意外に多くありました。

教科によっては授業で取り上げる機会がない教科

もあるものと思います。 

 

 授業などにおける指導の位置付けですが、授業

の内容に関連させて話したり、授業時に一般的な

社会問題として取り上げたりしている先生が多い

ようです。具体的な指導例ですが、ほとんどの学

校で、『情報技術基礎』の担当者が情報モラルや

インターネット上での個人情報の取り扱い方、個

人情報保護の大切さについて説明しています。 

 

 『個人情報保護に関する指導が難しいと感じる

理由』を選んでもらいました。どちらの学校でも、

個人情報保護法や条例に関する知識が不足してい

ると感じている先生が多いようです。知識が不足

しているため、何を指導したらよいのか分からな

い、どのように指導したらよいのか分からない、

との意見もみられます。個人情報保護に関し、指

導者側の知識不足を改善することが課題としてあ

げられると思います。 

 

 個人情報保護法に対する生徒達の意識を知るた

めに、本校１年生１５３人を対象に、アンケ－ト

調査を実施しました。『個人情報保護法に対して

どう思っているか』聞きました。非常に関心があ

ると、尐し関心がある、を併せると５０％を越え

9.2%

42.5%32.0%

13.1%

3.3%

非常に関心がある

少し関心がある

どちらともいえない

あまり関心がない

まったく関心がない



る数値となっています。残念ながら、まったく関

心がないと答えた生徒も数名いました。 

 

  また、個人情報保護法をどれだけ理解している

か、１２個の質問に対して○，×で答えてもらい

ました。残念ながら１２問正解の生徒はいません

でした。ほとんどの質問に対して９０％前後の正

解率が得られましたが、気になる点も見受けられ

ました。まず一つは、「個人情報はプライバシ－

情報のことである」の質問に対して○と答えた生

徒が非常に多かったことです。一般的な感覚とし

て、個人情報とプライバシ－情報とは、定義が異

なる別の概念になります。尐し意地悪な質問でも

ありましたが、４．６％程度の正解率しか得られ

ず、個人情報の定義がしっかりと理解されていな

い現状が伺えます。さらに、「個人情報は個人情

報管理者が責任を持って管理すればよい」という

質問の正解率が３７．９％と低く、個人情報に関

する意識や知識はまだまだ低く、やはり指導して

行かなくてはと考えます。 

       

       

 個人情報保護法や情報マナ－・モラルの指導方

法ですが、秋田県内のある学校の取り組みを紹介

します。この学校では、１年次の情報技術基礎に

て、知的財産権の指導やプライバシ－保護、個人

情報保護法の目的など、また、コンピュ－タ利用

時のＩＤやパスワ－ドの重要性、情報モラルにつ

いての指導がされています。この学校では６月ま

で情報マナ－に関する指導を行っていて、十分な

時間をかけて指導がなされている感じがします。

この学校は、２期制のくくり募集を実施している

ので、前期の部分では学年共通の学習ができるよ

うです。本校では、７月に行われるパソコン利用

技術検定に向けて学習するため情報モラルに関す

る授業を行う時間的余裕がありません。また各科

ごとに実施内容も多尐異なるために足並みを揃え

て学習することは難しいようです。しかしながら、

各学校のシステムに則した形で、指導をしていか

なくてはならない事と考えます。 

  

生徒への指導を充実させるには、教師に対する

アンケートの結果から、個人情報保護法や条例な

ど法律に対する指導者側のアレルギ－反応を緩和

するために、多くの実践事例を蓄積することや使

いやすい教材の開発などが求められていると思い

ます。指導者側の知識不足を改善することはもち

ろんですが、各校にて各校にあった、計画的な指

導計画を作成することが必要なのではと感じまし

た。また、今回は生徒達が個人情報保護に対して

どのようなイメ－ジを持っているのか、アンケ－

トを通して明らかにすることができました。生徒

達の個人情報に関するイメ－ジをしっかりとした

ものにするために、知識をより深めさせると共に

適正なものに修正し、情報モラルやマナ－をしっ

かり守る態度を養わせることが必要です。いろい

ろな教科科目、いろいろな機会をとらえて、個人

情報保護に関する内容を取り扱い、情報技術・法

律の目的・消費者教育・人権教育など関連させて

学習することが大切だと考えます。 

今の生徒達には、規則やルールを守るといった

人としての基本的な部分において、尐し足りない

ところがあるような気がします。最も大切なこと

は、自分の発言や行動に責任を持ち、相手のこと

を尊重し思いやることができるような資質を養う

教育、そういった心を育む教育が必要なのだと思

います。 



「Ｆｌａｓｈによる教材作成」 

 

岩手県立宮古工業高等学校 

 電気電子科 浅 野 樹 哉 

 

１ コンピュータ教材について 

１－１ イメージとは 

 一般的に「イメージ」という言葉は、「○○をイ

メージさせる」、「○○のイメージ化を図る」など

用いられるが、他に「心象」、「表象」、「心的イメ

ージ」とも言われている。 

 認知心理学においては、「現実に刺激対象がない

ときに生じる擬似知覚的表現」と定義されている。

映像だけではなく、音楽や味・臭い、体勢など視

覚以外にも存在すると考えられ、人間の五感に対

応したものが存在すると考えられている。例える

なら、機器を用いない「バーチャル・リアリティ

（仮想現実）」の体験ということになる。 

 

１－２ イメージの定義 

意識的な認知活動にお

いて生じるイメージ 

思考イメージ 

空想・白昼夢 

知覚と密接に結びつい

たイメージ 

残像 

回帰像 

直感像 

幻覚性イメージ 

入眠時像・出眠時像 

幻覚 

夢 

その他 

幻肢 

共感覚 

想像の遊び友達 

「思考イメージ」の特徴は、日常の中で最も一

般的に経験されるイメージであり、記憶の起想と

して浮かび上がる場合は記憶イメージ。新たに創

出された内容を含む場合は想像イメージとして区

分される。 

特にも学習の場面では、「思考イメージ」が取り

上げられ、数多くの研究がされている。 

１－３ コンピュータ教材の分類 

コンピュータ教材は数多くのものが開発、公開

されており、インターネット上からダウンロード

して手軽に利用できるようになってきた。授業の

中での位置づけや活用方法など、同じ教材でも利

用する指導者の活用のしかたによって、全く別な

効果を示すものもある。 

どのような目的で、どのような使用方法をして

いくかが、コンピュータ教材として重要であると

考える。 

 

２ Flashの概要 

Adobe社Flashは、世界中で利用されているア

ニメーションデザインツールであり、文字、画像、

音声、動画などさまざまなメディアを扱うことが

できる。また、Webページのインタフェースやモ

ーショングラフィックス、ストーリーアニメーシ

ョン、オンラインゲーム、CGIと連動させたWeb

アプリケーションなどさまざまな活用のしかたが

あるので、学習教材としての利用価値も高いと考

えられる。 

ドロー系の Web デザインツールであり、グラ

フィックデータは、ベクター画像として扱われる

ため画像を拡大しても・縮小しても画像が荒くな

ることがない。さらには、データサイズを小さく

できるため、Webでの公開に最適である。 

Flash には主要なブラウザにプラグインプレー

ヤーが用意されており、最近では PDA や携帯電

話などでも再生可能である。 

Adobe 社の報告によると 2008 年 3 月のFlash 

Playerの普及率は世界で98.8%となっており、プ

ラグインの中ではもっとも普及率が高くなってい

る。 

 



３ 作成した教材について 

３－１ 製図の指導法 

板書による指導 

描いた図面を消してしま

った場合に、再度やり直す

などの手間がある。 

また、後ろの席などからは

分かりにくい場合がある。 

CADを用いた指導 

完成した図面を見せるこ

とや、レイヤーを用いるこ

とにより、板書の場合より

も指導は効率がよい。 

作図の手順などに従って

の変化を表しにくい。 

 以上のような手法を用いるなどしてきたが、製

図をする場合に図面から立体をイメージすること

が必要となることがある。しかし、最近の生徒の

状況を見ると立体をイメージすることが苦手な生

徒が多いことがわかった。 

 そこで、アニメーションを活用してイメージを

させることができる教材を作成することにした。 

 

３－２ 作成した教材 

「基礎製図検定」の問題の解き方についてアニ

メーションにより、変化がわかりやすくすること

を心がけて作成した。今回作成したものは、基本

的な図形を示し、変化がわかるように色を変える

などしている。また、それぞれの進度で理解でき

るように（つぎへ）のボタンを作成している。 

 

 ①投影図 

 

 ②断面図 

 

③展開図 

 

今回作成したもの以外にも、岩手県立総合教育

センターのホームページには、Flash を用いた

様々な教材が紹介されているので、ぜひ参考にご

覧いただきたい。 

http://www1.iwate-ed.jp/ 

 

４ まとめ 

 本研究で使用したFlashはアニメーションを多

く用いて、立体をイメージさせることや、クイズ

形式の問題などさまざまな形で利用することがで

きる。また、Flash で作成した教材は、ファイル

サイズも小さく、ホームページでも公開可能なた

め、家庭にコンピュータがあり、インターネット

に接続可能な環境であれば、家庭学習が可能であ

る。 

開発する教材を精選し、授業の内容とあわせて

作成することにより、授業内容の理解にも役に立

つと考えられる。 

 しかし、これまで作成した教材は、まだ不十分

な点があるためさらに改善を加えてよりよい教材

の作成に努力していきたいと思う。 



「デジガモ計画」2005 ～ 2007 
教材に活用したロボット開発 

山形県立長井工業高等学校  

 電子システム科 山口 清樹 

 

１ ３年間の経過 

Ⅰ 「デジガモ計画」の概要 

 山形県長井市内で無農薬・無化学肥料により有機

米を栽培している方より、２００５年早春に次のよ

うな提案と依頼を受けた。「水田の除草のためにアイ

ガモを利用した稲の栽培を行っているが、動きにム

ラがあり水田全体を均一に除草することができない、

またアイガモ自体が稲を傷めてしまう、イタチやカ

ラスによる捕食被害等の問題がある。アイガモと同

等の働きをする水田の除草ロボットを作ることはで

きないか。」というものである。 

完全防水の車体に泥を掻く車輪とレーキを付け、

完全自律制御により、稲株を避け１列ずつ順にムラ

なく進む。水田の土を掻き回し水を濁らせ日光を遮

ることで発芽を抑制し、さらに発芽した雑草は車輪

とレーキにより鋤き込まれる。このようなロボット

の開発を試みたのが「デジガモ計画」である。 

順次課題を解決しながら２～３年計画で一応の目

途を付けることにした。生徒の参加形態は、ものづ

くりにかかわる種々の工作体験が期待できるので、

「課題研究」のテーマとして扱うことにして当計画

に着手した。 

３年目の２００７年６月に、稲のある実際の水田

において、試験走行に成功することができた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅱ １号機（２００５年） 

１ １号機の目標 

（１）水と泥、乾燥した土が入り混じる水田を移動

できる車体と車輪を製作する。 

（２）水田を走行できるモータとベルト・プーリに

よる駆動系を製作する。 

２ １号機の成果と課題 

（１）２回目の試験で直進と転回が可能である事を

確認した。防水車体はほぼ完璧。課題は、より

泥を捉え、製作しやすい車輪の設計とフロート

の安定化が必要である。 

（２）モータの出力と、泥の抵抗に対して駆動系が

弱い。動力伝達能力を上げる必要がある。 

 

Ⅲ ２号機（２００６年） 

１ ２号機の目標 

（１）水田の稲を避け、直進とＵターンを制御する

ための磁気方位センサ、赤外線距離測定センサ

の使用と制御プログラムを作成する。 

（２）駆動部の動力伝達能力の向上と水上での安定

度を向上させる。 

２ ２号機の成果と課題 

（１）磁気方位センサ、赤外線距離測定センサを用

いる事で、完全ではないが、稲株を避けて直進

し、水田中でＵターンさせる事に成功した。よ

り精度の高い制御が課題である。 

（２）車輪は確実に泥を捉えて進む事ができるよう

になった。工作精度を上げることが必要である。 

（３）駆動部の動力伝達能力は、プーリの大径化に

よる解決を試みたが、期待した効果は認められ

ず、ギアヘッドのベアリングが破損した。 

   ベルト駆動からギア駆動へ変更し、緻密な設

計が必要である。 

（４）本体を小型化し、小さなフロートで安定させ

ることが必要である。 

（５）実験水田を校内に設置したため、走行試験を

何度も手軽に行うことができた。 



Ⅳ ３号機（２００７年） 

１ ３号機の目標 

  稲のある実際の水田での走行を目指して 

（１）車体の小型化と安定化、およびセンサ部の防

水化を行う。 

（２）工作精度を向上させる。 

（３）動力伝達能力向上のため駆動部の設計変更と

データ測定を行う。 

（４）確実な走行のため、各種センサの効果的な使

用と制御プログラムの研究を行う。 

２ ３号機の成果と課題 

（１）車体の小型化と安定化、およびセンサ部の防

水化はほぼ達成できた。 

（２）工作方法の研究と工作精度の向上により、精

度の高い車輪とギア駆動部を製作することがで

きた。 

（３）実際の水田で、直進とＵターンの制御に成功

した。 

（４）モータとセンサの各種実験・測定を行い、適

切な選定・設定による設計を目指す。 

（５）水田の状況に関わらず走行できる車輪と制御

の研究を継続して行う。 

 

Ⅴ ４号機に向けて動作解析と再設計 

１ ３号機の動作解析と等価負荷による計測 

 水田走行のＶＴＲから、車輪の回転数を計測し、

室内で等価負荷を設定した上で測定し、水田走行に

必要なトルクと出力を算出した。 

２ ３.５号機（実験機）の設計・製作・計測 

（１）駆動部は上記トルクと出力を満足する製品を

選定し、設計・製作した。測定結果は設計値に

近い値を得ることができ、適切な設計であるこ

とが確認できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）稲検知のＰＳＤセンサは３号機まで使用した

ものから、より近距離まで測定できるものに換

え、良好な結果を得ることができた。 

  また、新たな磁気方位センサのＩ／Ｏプログ

ラム、方位演算部分と制御部分のプログラム作

成と実験を行った。 

３ 試作４号機の設計・製作に向けて 

（１）企業グループ「若手塾」との連携をより深め、

実用化に向けて協同開発を進める。併せて生徒

の活動の場と機会を拡充する。 

（２）駆動部とセンサおよび制御回路は３.５実験機

の設計仕様をそのまま用いる。 

（３）車体は製造レベルの試作を目指し、溶接によ

るアルミ製のものを試み、加工方法の研究を行

なう。 

（４）制御技術と車輪形状を研究し、確実な走行を

目指す。      

（５）適切な電源の研究を行なう。 

 

２ 教材としての活用 

 下記の内容を３年「課題研究」、および２･３年の

「電子機械」において、教材として活用した。 

１ 「課題研究」において（２００５～２００６） 

（１）構想段階の概括図面から設計・製作までの開

発過程を体験 

（２）要素・部品と工作機械・技術の理解 

（３）機械工作（旋盤・フライス）基礎技術習得 

（４）ＤＣモータ速度制御とマイコンカー制御技術

の習得 

（５）社会情勢の学習と地域との交流（農家） 

（６）発表技術の習得 

（７）マスコミの影響力の認識と報道対応の方法 

２ 「電子機械」において（２００６～２００７） 

（１）センサおよび機械要素・部品の教示 

（２）センサのデータ取り込みの基礎実験 

（３）ＤＣモータの特性図作成と特性試験 

（４）ロボット制御実習 

 

３ 終わりに 

今後は実用化に向けた試作機の製作と製品開発

を、長井付近の若手技術者・経営者等による「長井

地域ものづくり若手塾」に引き継ぎ、本校では工作

部を中心にセンサやモータ、電源等の基礎実験と各

部分の試作を重ねてデータの蓄積を行うとともに、

授業では教示実験等に活用していく計画である。 

３年間の「デジガモ計画」により、私自身が様々

な知識と技術を得ることができ、授業に幅と奥行き

を持たせることができたと感じている。 

 このような機会を与えて頂いた農家の方、資金・

技術等支援して頂いた多くの方々に感謝申し上げま

す。 



KNOPPIX OS（Linux）を利用した小学校パソコン教室 
 

宮城県鶯沢工業高等学校 

 電子科  阿部 茂雄 

 

１．はじめに 

 

* 本校の概要 

 本校は宮城県北部の栗原市に位置し、機械科・電

子科の２学科で構成された工業高校である。市内唯

一の工業高校であるという背景から、地域と一体と

なった特色ある学校づくりに取り組んでいる。 

* 小学校パソコン教室の概要 

本校では１０年程前より近隣の小学校において小

学校パソコン教室を実施している。形態としては３

年生の課題研究の１つの班（６名）が各小学校（現

在は３校で実施）へ出向き、小学校のコンピュータ

施設を利用して小学生にパソコン操作の指導を行う

ものである。 

* KNOPPIX OSの概要 

 KNOPPIX OSとはLinuxと呼ばれるオープンソース

によるOS（オペレーティング・システム）の一種で

ある。ハードディスクにインストールすることなく、

CDやDVDから直接ブート（起動）でき、必要なソフト

ウェア（オフィス系ソフトなど多数）がいっしょに

収められているのが特徴で、本校では５年ほど前よ

り東北学院大学の協力の下に、実習に必要なソフト

も組み合わされた本校独自のOSである“KNOPPIX Ed

u UTH”を作成し、活用してきている。（"UTH"とは"

Uguisuzawa Technical High school"の略である。） 

 

２．これまでの問題点と本実習の目的 

 

小学校パソコン教室は長く続けてきたこともあり、

本校、また小学校においてもイベントの一つとして

定着しており、各方面から評価をいただいているが、 

１. 各小学校で異なるソフトウェアを統一したい 

２. ソフトウェアに関わるライセンスの問題に囚

われたくない 

３. 务化するパソコンのメンテナンスが煩わしい 

４. 古いＯＳによるセキュリティー面の不安 

というような問題点があると感じるようになった。

そこでこれらの問題を解決する方策として、これま

で実習で使ってきたKNOPPIX OSを利用できないかと

考えた。KNOPPIX OSであればＣＤからのブートなの

で、ハードディスクへのインストールが不要となる

ため、元の環境に影響を与えず、セキュリティー上

も安心である。またトラブルがあっても再ブートで

初期状態に復帰できるのでメンテナンスが簡単であ

る。さらに無料のオープンソースであることからラ

イセンス上の問題もない。以上のことを考慮し、KN

OPPIX OSを利用するための検討を開始した。 

 

３．実習内容の検討 

 

ではどのような点を考慮すればKNOPPIXを利用で

きるようになるのか、問題となる点を整理し、検討

を行った。 

[１] KNOPPIX OSについて 

 KNOPPIX OSにはこれまでに様々なバージョンがリ

リースされているが、 

① OSのバージョンが古いために、旧機種への対応

が期待できる 

② 小学生向けとしての使いやすさ 

という点から愛知県総合教育センターにてリリース

していたAPEC KNOPPIX（現在は未公開）を選び、小

学校パソコン教室で活用することにした。 

[２] 利用できるソフトウェア 

小学生には学年ごとに教える内容を変えており、

その内容に適したソフトウェアがあるか検討した。

以下は昨年まで実施していた内容である。 

３年生 お絵かきソフト 

４年生 電子紙芝居（プレゼン） 

５年生 ワープロソフト 

６年生 表計算ソフト 

APEC KNOPPIXに収録されているアプリケーション

ソフトの中から、上記のような内容に対して以下の

ようなソフトで対応できると考えた。 

３年生 GIMP（グラフィックソフト） 

４年生 OpenOffice.org”Impress” 

５年生 OpenOffice.org”Writer” 

６年生 OpenOffice.org”Calc” 

[３] ネットワークとプリンタについて 

今回は時間や設定上の問題からネットワークおよ



びプリンタの設定については実施しなかったが、予

備として、Windows機のパソコンとプリンタを持ち込

み、Windows版のOpen Office.orgでファイルを読ん

で印刷する準備をしておいた。 

 

４．実習の方法および過程 

 

今回のKNOPPIX OSを利用した小学校パソコン教室

の実施にあたり、これまで実施してきた小学校の中

から、同じ市内の鳥矢崎
と や さ き

小学校において実施させて

いただくことができた。 

小学校からは内容を両学年ともに同じワープロソ

フトを使った内容で実施してほしいという要望があ

ったため、５、６年生ともにOpenOffice.org Write

rを用いた文書の作成とし、運動会の作文を書くこと

にした。また文書入力の速い子供については、余っ

た時間でGIMPを使って運動会の写真を加工し、作文

に貼り付ける作業も行うこととした。 

今回のパソコン教室の準備に当たり、担当生徒お

よび指導教員で次のようなことを行った。 

１ 指導用の原稿作成 

２ OSのCD作成 

３ USBメモリへのスワップエリアの作成 

４ 小学校にてパソコンの確認 

ちなみに３．についてはメモリ不足を補う操作

の１つであり、これが容易に行える点が今回APECK

NOPPIXを選んだ理由の一つでもある。 

 

５．今回の問題点と考察 

 

以上のような内容でパソコン教室を２日間実施し

たところ、授業の中での問題点として以下のような

ものがあった。 

○ スワップエリアを設けたものの、128Mbyteメモ

リのコンピュータではレスポンスの遅さを避け

ることができなかった。しかし、スワップエリア

を確保しなければ基本の動作もままならないた

め、スワップエリアを設けた効果はあった。 

○ 前述のようにネットワーク設定を行わなかった

ため、移動にフロッピーディスクを使ったが、破

損していたディスクがあったためにファイル移

動に手間取り、授業に支障が出た。 

一方、メリットとしては以下のようなものがあっ

た。 

① 前述のメモリによるレスポンスの遅さだが、ロ

ーマ字入力の遅かった5年生では文章の入力では

ほとんど問題がなかった。 

② 教える側も教えられる側も、使い慣れないOSと

ソフトであるため、進捗に不安があったが、これ

も問題なく進められた 

③ 6年生の授業では予備で準備していたプリンタ

で印刷をすることができた。 

④ ＣＤを抜けばパソコンは初期状態に戻るため、

これまでよりも撤収作業が早く済んだ。 

授業の内容としては、小学生は真剣に取り組んで

いる様子と、作品を友達と比べあうなどして楽しん

でいる様子が伺えた。また小学校の先生方からは感

謝の言葉をいただき、恐縮した次第である。そして

今回授業を行った本校生徒の感想としては、以下の

ような声を聞くことができた。 

○ 教える難しさを知ることができた。 

○ 小学生がとてもかわいく素直で、楽しく進める

ことができた。 

○ 大変だったが、無事に終了できてほっとした。 

このように生徒たちなりに仕事の大変さや小学生

との触れ合いなど、多くのことを感じてもらえたよ

うである。 

以上のことから、今回のパソコン教室はトラブル

を除けば、無事成功に終わったのではないかと思う。 

 

６．今後への展望 

 

今回のパソコン教室でKNOPPIXを利用しても、内容

としてはこれまでと遜色なくできることは証明でき

たと思う。それでいてこのOSはオープンソースであ

るために無料で手軽に利用できる点は、予算面やメ

ンテナンスなどの点からメリットがあると思う。今

後に向けては次のような点を考慮していきたい。 

○ 基本的なパソコンの性能の確保（特にメモリ） 

○ インターネットの活用やファイル保存、移動の 

ためのネットワーク設定とプリンタの設定 

○ 小学校パソコン教室のためのオリジナルKNOPP

IX OSの作成 

そして我々としては、小学校より助言を頂き、よ

り良い教室になるように改善を加え、小学校となお

一層交流を深めていきたい。 

 

最後に今回の小学校パソコン教室にあたり、本校

の電子科をはじめとする先生方、栗原市立鳥矢崎小

学校の先生方と生徒の皆さん、愛知県総合教育セン

ター情報教育部・システム研究室の水野様、そして

小学校パソコン教室のインストラクターとして頑張

ってくれた課題研究のメンバーの生徒に感謝申し上

げたい。 



 

 

 

 

1.はじめに 

 ﾊﾟｿｺﾝや液晶ﾃﾚﾋﾞなどのﾃﾞｼﾞﾀﾙ家電が普及し、

LSI 開発は重要な要素となっている。近年、これ

らの開発は PLD(Programable Logic Device)を使

って行われている。私自身も昨年の９月まで民間

企業に勤務し、PLD を使った設計も数多くあった。 

 また、本校は「あいづものづくり人財育成事業」

の指定を受け、半導体教育に取り組んでいる。 

 以上のことから、企業経験を活かした半導体教

育として、PLD を使った論理回路の学習を授業に

取り入れられないか、生徒と一緒に取り組んだ。 

2.概要 

2.1 PLD の概要 

①ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ可能な論理 ICで、ﾕｰｻﾞ 

 が論理回路を自由設計できる。 

②書換え可能で、回路変更や修 

 正が容易にできる。       

③回路は、ﾊﾟｿｺﾝを使って HDL 言  図１ PLD 

 語や回路図で設計できる。 

④開発ﾂｰﾙは PLD ﾒｰｶｰから無償提供されている。 

2.2 PLD と PIC の比較 

 表１ PLD と PIC の比較 

 PIC はﾒﾓﾘ、ﾀｲﾏやｱﾅﾛｸﾞ入力などの周辺ﾓｼﾞｭｰﾙを

内蔵した小さなｺﾝﾋﾟｭｰﾀであり、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑで動作す

る。ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ次第では複雑な処理も可能である。 

 PLD は汎用ﾛｼﾞｯｸ、演算器や入出力ﾛｼﾞｯｸを載せ

たﾌﾞﾚｯﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞをそのままﾜﾝﾁｯﾌﾟにしたようなも

のでﾊｰﾄﾞｳｪｱとして動作する。そのため、動作速度、

周辺機能を書き替えられる点で優れている。 

3.論理回路実習の検討内容 

3.1 本校における論理回路実習 

 

福島県立会津工業高等学校 

電気科 渡邊 豊 

 情報技術科 髙畑利夫 

 

 各実習は、ﾌﾞﾚｯﾄﾞﾎﾞｰﾄﾞを使って行っており、論

理回路Ⅰ・Ⅱでは、IC の基本事項（電源の接続方

法や仕組みなど）を学ぶ。論理回路Ⅲ以降では、

各種論理回路について学習しているが、配線が複

雑で、配線が作業の中心になってしまっている。

また、ﾉｲｽﾞや配線不良による誤動作も多く、実習

が思うように進まないのが現状である。 

 そこで、PLD を用いることで配線作業の軽減や

論理回路についての理解が深まると考え、検討を

進めた。 

3.2 検討内容 

①生徒が使いやすい教材の製作 

 PLD ﾓｼﾞｭｰﾙ基板と制御対象（ｽｲｯﾁや LED）を実装

した I/O ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ基板を製作した。 

②PLD 実習の導入方法 

 導入実習のためのﾃｷｽﾄを作り、生徒に模擬実習

を行った。 

③新しい実習項目の検討 

 PLD は複雑な回路も容易に扱うことができるの

で、実習項目で学んだ論理回路を使った回路が作

れないか考え「ﾃﾞｼﾞﾀﾙ時計回路」を生徒に設計し

てもらった。 

4.使用機器 

4.1 PLD 

 PLD は、様々な種類が 

存在するが、今回は１度 

書込んだ回路が電源を切 

っても消えない CPLD と 

呼ばれる PLD を実装した 

ﾓｼﾞｭｰﾙ基板を使用した。 

今回の教材では、I/O ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ基板にｺﾈｸﾀ経由で

接続する形とした。 

4.2 ダウンロード 

 PLD を動かすには、回路ﾃﾞｰﾀを PLD にﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞ

する必要があり、ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞにはﾊﾟｿｺﾝと PLD 間にﾃﾞ

ｰﾀ変換用基板を接続して行う。 

 

 

 

図３ ﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞﾓｼﾞｭｰﾙ基板 

 PLD マイコン 

動作速度 速い 遅い 

機能の複雑度 否 可 

周辺機能の変更 できる できない 

学年 実習項目 実習内容 

１ 
論理回路Ⅰ 基本回路（AND,OR,NOT） 

論理回路Ⅱ 組合せ回路 

２ 

論理回路Ⅲ レジスタ回路 

論理回路Ⅳ フリップフロップ回路 

論理回路Ⅴ カウンタ回路 

３ 
論理回路Ⅵ 表示回路(デコーダ、ドライバ) 

論理回路Ⅶ 加算回路(半加算、全加算) 

コネクタ接続 ケーブル接続 

PLD 実習の取り組み 

図２ PLD ﾓｼﾞｭｰﾙ基板 



4.3 開発ツール 

 PLD ﾒｰｶｰから無償提 

供されており、回路 

設計からﾀﾞｳﾝﾛｰﾄﾞの 

一連の作業、ｼﾐｭﾚｰｼｮ 

ﾝを一括してできる。 

    図４ 開発ﾂｰﾙ(QuartusⅡ Web Edition) 

5.論理回路学習教材の製作 

 教材の製作は生徒に行ってもらった。PLD 基板

の組立てと、I/O ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ基板の回路製作と組立

てをしてもらった。こちらからは回路について助

言し、「自分たちが実習で使うときの使いやすさ」

を考えながら製作してもらった。 

 

 

 

 

 

基板製作は、ﾁｯﾌﾟ部品もあり、配線数も多くて時

間はかかったが、自分た 

ちが実習で使うことを意 

識しながら製作してくれ 

た。教材は、実習での利 

用を考え、できるだけｼﾝ 

ﾌﾟﾙな作りとした。 

6.PLD 実習の導入方法 

 教材を使って模擬実習 

を行った。実習ﾃｷｽﾄを作 

成し、開発ﾂｰﾙの使い方、 

設計から動作確認までの 

一連の流れを学習しても 

らった。生徒の反応は、 

ﾊﾟｿｺﾝで簡単に論理回路 

を作成できるため楽しみ 

ながら取組んでくれた。 

 実習の結果、作業時間 

が１２０分であり、準備 

等の時間を考慮すると１ 

回の実習に収まる内容で 

あることが分かった。             

7.新しい実習項目の検討 

 実習用に製作した基板 

を使い、実用的な回路を 

作れないか考え「ﾃﾞｼﾞﾀﾙ 

時計回路」を作成した。 

はじめに、回路の仕組みを説明し、回路図の作成

は生徒たちに任せ、助言を与えながら作成した。  

8.まとめ 

 生徒と共に作業を進めて感じたことは、 

 ①開発環境への適応が早い。 

 ②配線作業の軽減で、回路を詳しく学習できた。 

 ③１人１台の教材利用により、自ら考えなが 

  らより深く理解させるのに有効であった。 

9.展開 

9.1 実習での展開 

表３ 論理回路実習 

 論理回路Ⅲで PLD を導入し、以降の実習で利用

する。また「ﾃﾞｼﾞﾀﾙ時計回路」の作成を新たに設

け、論理回路の理解を深める内容とした。 

 この内容で今年度の実習から導入した。 

9.2 実習以外の展開 

①課題研究での展開 

 回路作成に HDL 記述言語を利用して発展的な回 

 路を取り扱い、より理解を深める。 

②授業での展開 

 「ﾊｰﾄﾞｳｪｱ技術」や「電子回路」の授業を通じて 

 PLD を含めた半導体について学習する。 

10.おわりに 

 PLD はﾊﾟｿｺﾝを使って簡単に論理回路を学習で

きる。また、論理回路を学びながら LSI の設計か

ら製作までの一連の流れを体験できる。 

 情報技術科ではｿﾌﾄとﾊｰﾄﾞを総合的に学習する

必要があり、PLD はそれができる教材だと考える。 

 PLD を使った今後の課題としては、 

①生徒が興味、関心を持って授業に取り組める論 

 理回路の開発（ﾓｰﾀｰ制御など）。 

②近年では C言語で記述できる論理回路ﾂｰﾙも出 

 ているので、生徒たちが学習した C言語を有効 

 活用できるように、導入を検討したい。 

 最後になりましたが、発表にあたり、基板の製

作、実習の検討に参加してくれた生徒たちと、ご

指導くださった情報技術科の先生方に感謝いたし

ます。 

学年 実習項目 実習内容 

１ 
論理回路Ⅰ 基本回路（AND,OR,NOT） 

論理回路Ⅱ 組合せ回路 

２ 

論理回路Ⅲ PLD について 

論理回路Ⅳ ﾚｼﾞｽﾀ・フリップフロップ回路 

論理回路Ⅴ カウンタ回路 

論理回路Ⅵ 表示回路(デコーダ、ドライバ) 

３ 
論理回路Ⅶ 加算回路(半加算、全加算) 

論理回路Ⅷ デジタル時計回路 

図５ ﾓｼﾞｭｰﾙ基板および I/O ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ基板 

図９ ﾃﾞｼﾞﾀﾙ時計回路 

図６ 生徒作業風景 

図７ 生徒実習風景 

図８ 作業画面 



EXCEL と AutoCAD を利用した 

トラバース測量について 

 

  青森県立弘前工業高等学校  

土木科教諭  志村  博  

 

１．背景 

 東北情報教育大会での発表内容を選定するに

あたって、土木科の特色を生かしたコンピュー

タの利用という点を考えて、上述のテーマを選

びました。 

土木においても他の科と同様、現在ではコン

ピュータとの関わりは切り離せない状況で、「情

報技術基礎」の授業だけでなく、CAD 実習やト

ータルステーション実習などでもコンピュータ

関連の内容を実施しています。 

今回の発表内容は、①表計算ソフトによるデ

ータの処理、②CAD ソフトによるトラバース図

面の作成という二つの項目から構成されていま

す。使うソフトは EXCEL と AutoCAD の２つの汎

用ソフトなので、生徒の授業にも応用可能です。 

 

２．内容（流れ） 

（１）表計算ソフトによるデータの処理 

  外業 生データ（測角・測距）の収集   

  内業  

①主トラバースの作成 

ⅰ）内角の調整  180°×（ｎ－２） 

     ⅱ）方位角の計算 

     ⅲ）緯距・経距の計算 

     ⅳ）トラバースの調整 

閉合差・閉合比の計算（許容範囲内なら次へ） 

調整緯距・調整経距の計算 

合緯距・合経距（Ｘ、Ｙ）の計算 

②補助トラバース（結合トラバース）の作成 

     ⅰ）方位角の計算 

     ⅱ）緯距・経距の計算 

     ⅲ）トラバースの調整 

 閉合差・閉合比の計算（許容範囲内なら次へ） 

調整緯距・調整経距の計算 

合緯距・合経距（Ｘ、Ｙ）の計算 

③ＣＡＤソフトによる出力 

  

３．概要 

（１）外業 生データ（測角・測距）の収集 

 

主トラバースデータ 
１班 ２班 ３班 ４班 ５班 ６班 ７班 ８班 平均

度 分 秒 度 分 秒 度 分 秒 度 分 秒 度 分 秒 度 分 秒 度 分 秒 度 分 秒 度

25- No.1- 2 100 26 15 100 26 0 100 26 0 100 26 10 100 25 50 100 26 0 100 25 50 100 25 55 100

1- No.2- 3 171 35 0 171 35 13 171 34 55 171 35 0 171 35 5 171 35 0 171 35 0 171 35 10 171

2- No.3- 3.5 102 1 20 102 1 15 102 1 35 102 1 30 102 1 15 102 1 30 102 1 30 102 1 30 102

3- No.3.5- 4 257 41 35 257 41 33 257 41 25 257 41 0 257 41 10 257 41 10 257 41 10 257 41 25 257

3.5- No.4- 5 82 23 0 82 22 48 82 22 5 82 23 0 82 23 5 82 23 0 82 23 0 82 22 50 82

4- No.5- 6 199 45 35 199 45 33 199 45 20 199 45 30 199 45 25 199 45 25 199 45 30 199 45 20 199

5- No.6- 7 181 51 30 181 51 30 181 51 20 181 51 25 181 51 25 181 51 30 181 50 40 181 51 30 181

6- No.7- 8 167 26 10 167 26 0 167 25 50 167 25 50 167 26 10 167 26 0 167 25 50 167 26 10 167

7- No.8- 9 178 13 35 178 13 35 178 13 20 178 13 20 178 13 35 178 13 55 178 13 40 178 13 55 178

8- No.9- 10 94 15 50 94 16 5 94 16 10 94 16 5 94 16 10 94 15 55 94 16 0 94 16 20 94

9- No.10- 11 171 51 0 171 50 58 171 50 55 171 50 50 171 51 0 171 51 20 171 50 50 171 51 20 171

10- No.11- 12 182 13 40 182 13 20 182 13 30 182 13 45 182 13 35 182 13 30 182 13 35 182 13 20 182

11- No.12- 13 183 36 20 183 36 20 183 36 20 183 36 25 183 36 20 183 36 30 183 36 25 183 36 30 183

12- No.13- 14 228 34 40 228 34 20 228 34 45 228 34 40 228 34 45 228 34 40 228 34 40 228 34 50 228

13- No.14- 15 146 24 35 146 24 33 146 24 30 146 24 30 146 24 35 146 24 25 146 24 20 146 24 25 146

14- No.15- 16 73 22 30 73 22 28 73 22 50 73 22 45 73 22 55 73 22 50 73 23 0 73 23 10 73

15- No.16- 17 180 19 0 180 19 20 180 19 5 180 19 10 180 19 20 180 19 20 180 19 5 180 19 20 180

16- No.17- 18 180 35 55 180 35 53 180 35 45 180 35 50 180 35 50 180 35 40 180 35 40 180 35 40 180

17- No.18- 19 172 14 0 172 13 45 172 13 40 172 13 50 172 13 40 172 13 50 172 13 35 172 13 50 172

18- No.19- 20 99 18 30 99 18 40 99 18 50 99 18 55 99 18 40 99 18 35 99 18 45 99 18 50 99

19- No.20- 21 251 17 30 251 17 30 251 17 40 251 17 25 251 17 5 251 17 5 251 17 25 251 17 5 251

20- No.21- 22 107 13 15 107 12 43 107 13 5 107 13 0 107 13 0 107 13 10 107 13 0 107 13 20 107

21- No.22- 23 172 41 15 172 41 30 172 41 35 172 41 25 172 41 30 172 41 10 172 41 25 172 41 10 172

22- No.23- 24 176 9 0 176 9 5 176 9 0 176 9 0 176 9 10 176 9 0 176 9 0 176 8 50 176

23- No.24- 25 291 50 55 291 50 55 291 50 50 291 50 40 291 50 45 291 50 40 291 50 40 291 50 45 291

24- No.25- 1 166 38 10 166 37 50 166 38 20 166 38 10 166 38 5 166 38 30 166 38 10 166 38 10 166
4308 710 605 4308 706 762 4308 706 760 4308 708 670 4308 709 625 4308 709 640 4308 707 645 4308 708 760 4308
総秒数は 15552005 総秒数は 15551922 総秒数は 15551920 総秒数は 15551950 総秒数は 15551965 総秒数は 15551980 総秒数は 15551865 2 15552040 2
内角の和 15552000 内角の和 15552000 内角の和 15552000 内角の和 15552000 内角の和 15552000 内角の和 15552000 内角の和 15552000 内角の和 15552000 内角の和
誤差は 5 誤差は -78 誤差は -80 誤差は -50 誤差は -35 誤差は -20 誤差は -135 誤差は 40 誤差は 

 

補助トラバースデータ 
度 分 秒 度 分 秒 度 分 秒 度 分 秒 距離 距離

19- No.20- 40 93 46 30 93 46 30 93 46 30 35.047 35.044 35.046 35.046
20- No.40- 39 174 49 40 174 49 45 174 49 43 49.187 49.183 40.185 49.185
40- No.39- 13 181 34 0 181 34 0 181 34 0 22.736 22.737 22.737
39- No.13- 14 137 35 50 137 36 0 137 35 55 11.460 11.462 11.461

22- No.23- 37 97 58 30 97 58 35 97 58 33 17.823 17.824 17.824
23- No.37- 35 191 14 10 191 15 15 191 14 45 191 15 0 29.358 29.357 29.358
37- No.35- 34 169 23 40 169 23 20 169 23 30 31.842 31.840 31.841
35- No.34- 38 115 6 40 115 6 20 115 6 30 18.239 18.236 18.238
34- No.38- 39 160 19 0 160 19 10 160 19 5 30.600 30.598 30.599
38- No.39- 13 264 54 15 264 54 10 264 54 13 22.736 22.734 22.735

24- No.25- 26 80 31 15 80 31 40 80 31 25 48.583 48.587 48.585
25- No.26- 27 178 42 5 178 42 15 178 42 10 24.631 24.631 24.631
26- No.27- 28 90 46 45 90 46 50 90 46 48 29.593 29.592 29.593
27- No.28- 29 164 17 45 164 18 8 164 18 0 164 18 4 16.370 16.370 16.370
28- No.29- 41 102 45 10 102 47 35 102 47 20 102 47 28 42.880 42.871 42.876
29- No.41- 37 158 20 55 158 21 10 158 21 10 158 21 10 49.626 49.624 49.625
41- No.37- 23 114 32 20 114 31 25 114 31 55 114 31 55 17.822 17.822

28- No.29- 30 197 43 30 196 34 15 197 43 15 197 43 20 29.888 29.890 29.889
29- No.30- 31 176 20 45 176 20 5 176 20 40 176 20 40 13.773 13.776 13.775
30- No.31- 32 89 23 40 89 24 0 89 23 55 89 23 55 29.657 29.658 29.658
31- No.32- 33 173 53 5 173 53 5 173 53 5 173 53 5 21.051 21.051 21.051
32- No.33- 33.5 185 45 40 185 45 40 185 45 40 185 45 40 13.652 13.655 13.654
33- No.33.5- 34 197 34 40 179 34 30 179 34 25 179 34 30 18.487 18.488 18.488
33.5-No.34- 38 208 44 20 208 44 25 208 44 20 208 44 20 18.240 18.240

25- No.1- 50 185 57 5 185 57 20 30.205 30.200 30.203
1- No.50- 52 89 34 20 89 34 20 44.437 44.400 44.419
50- No.52- 54 178 17 10 178 17 45 38.997 38.991 38.994
52- No.54- 4 94 44 0 94 44 0 41.025 41.019 41.022
54- No.4- 5 165 34 0 23.863 23.863  

 

（２）主トラバース（閉合トラバース）の作成 
主トラバース

度 分 秒 総秒 調整量 度 分 秒 度 分 秒 方位角秒 pline

1 101 7 5 364025 2 364027 101 7 7 28.331 97 27 30 350850 28.0913 0.0000 28.0913 -3.6775 -0.0009 -3.6784 0.0000 0.0000 1 0,0

2 171 56 0 618960 2 618962 171 56 2 42.713 89 23 32 321812 42.7106 0.0000 42.7106 0.4531 -0.0014 0.4517 28.0913 -3.6784 2 28091.3,-3678.4

3 140 50 20 507020 2 507022 140 50 22 19.347 50 13 54 180834 14.8708 0.0000 14.8708 12.376 -0.0006 12.3754 70.8019 -3.2267 3 70801.9,-3226.7

4 120 13 40 432820 2 432822 120 13 42 23.862 350 27 36 1261656 -3.9548 0.0000 -3.9548 23.532 -0.0008 23.5312 85.6727 9.1487 4 85672.7,9148.7

5 199 45 40 719140 2 719142 199 45 42 30.934 10 13 18 36798 5.4895 0.0000 5.4895 30.443 -0.0010 30.4420 81.7179 32.6799 5 81717.9,32679.9

6 181 51 10 654670 2 654672 181 51 12 22.555 12 4 30 43470 4.7183 0.0000 4.7183 22.056 -0.0007 22.0553 87.2074 63.1219 6 87207.4,63121.9

7 167 26 10 602770 2 602772 167 26 12 21.664 359 30 42 1294242 -0.1846 0.0000 -0.1846 21.6632 -0.0007 21.6625 91.9257 85.1772 7 91925.7,85177.2

8 178 13 40 641620 2 641622 178 13 42 38.690 357 44 24 1287864 -1.5257 0.0000 -1.5257 38.6599 -0.0013 38.6586 91.7411 106.8397 8 91741.1,106839.7

9 94 16 5 339365 2 339367 94 16 7 29.804 272 0 31 979231 -29.7857 0.0000 -29.7857 1.0446 -0.0010 1.0436 90.2154 145.4983 9 90215.4,145498.3

10 171 50 50 618650 2 618652 171 50 52 46.070 263 51 23 949883 -45.8054 0.0000 -45.8054 -4.9305 -0.0015 -4.9320 60.4297 146.5419 10 60429.7,146541.9

11 182 14 10 656050 2 656052 182 14 12 36.880 266 5 35 957935 -36.7943 0.0000 -36.7943 -2.5129 -0.0012 -2.5141 14.6243 141.6099 11 14624.3,141609.9

12 183 36 30 660990 2 660992 183 36 32 39.413 269 42 7 970927 -39.4125 0.0000 -39.4125 -0.205 -0.0013 -0.2063 -22.1700 139.0958 12 -22170,139095.8

13 228 31 40 822700 2 822702 228 31 42 11.466 318 13 49 1145629 -7.6379 0.0000 -7.6379 8.5517 -0.0004 8.5513 -61.5825 138.8895 13 -61582.5,138889.5

14 146 26 55 527215 2 527217 146 26 57 28.194 284 40 46 1024846 -27.2737 0.0000 -27.2737 7.1447 -0.0009 7.1438 -69.2204 147.4408 14 -69220.4,147440.8

15 73 22 50 264170 2 264172 73 22 52 37.550 178 3 38 641018 1.2708 0.0000 1.2708 -37.5285 -0.0012 -37.5297 -96.4941 154.5846 15 -96494.1,154584.6

16 180 19 0 649140 1 649141 180 19 1 39.841 178 22 39 642159 1.1281 0.0000 1.1281 -39.825 -0.0013 -39.8263 -95.2233 117.0549 16 -95223.3,117054.9

17 180 38 55 650335 1 650336 180 38 56 25.579 179 1 35 644495 0.4346 0.0000 0.4346 -25.5753 -0.0008 -25.5761 -94.0952 77.2286 17 -94095.2,77228.6

18 172 6 30 619590 1 619591 172 6 31 19.640 171 8 6 616086 3.0267 0.0000 3.0267 -19.4054 -0.0006 -19.4060 -93.6606 51.6525 18 -93660.6,51652.5

19 99 22 50 357770 1 357771 99 22 51 26.915 90 30 57 325857 26.9139 0.0000 26.9139 -0.2423 -0.0009 -0.2432 -90.6339 32.2465 19 -90633.9,32246.5

20 251 18 10 904690 1 904691 251 18 11 9.500 161 49 8 582548 2.9642 0.0000 2.9642 -9.0257 -0.0003 -9.0260 -63.7200 32.0033 20 -63720,32003.3

21 107 10 50 385850 1 385851 107 10 51 16.353 88 59 59 320399 16.3505 0.0000 16.3505 0.2855 -0.0005 0.2850 -60.7558 22.9773 21 -60755.8,22977.3

22 172 43 0 621780 1 621781 172 43 1 24.044 81 43 0 294180 23.7932 0.0000 23.7932 3.464 -0.0008 3.4632 -44.4053 23.2623 22 -44405.3,23262.3

23 176 8 40 634120 1 634121 176 8 41 21.203 77 51 41 280301 20.7289 0.0000 20.7289 4.4585 -0.0007 4.4578 -20.6121 26.7255 23 -20612.1,26725.5

24 291 50 0 1050600 1 1050601 291 50 1 9.121 189 41 42 682902 -1.536 0.0000 -1.5360 -8.9907 -0.0003 -8.9910 0.1168 31.1833 24 116.8,31183.3

25 166 38 40 599920 1 599921 166 38 41 22.237 176 20 23 634823 1.4196 0.0000 1.4196 -22.1916 -0.0007 -22.1923 -1.4192 22.1923 25 -1419.2,22192.3

合計 4128 708 680 40 4128 708 720 671.906 0.0004 0.0004 0.0218 0.0000 0.0004 0.0000 0,0

総秒 14903960

14904000 1 0.0218

40 15 閉合比・ 1/ 30800

調整後の内角の総和
4140

緯距の調
整量

調整経距

25角形の内角は

経距
経距の
調整量

距離
方位角

測線 測点
測定交角 調整交角

閉合誤差・・・・

角誤差（秒）・・

調整緯距
合経距 合緯距

緯距

Auto Cadへの貼
り付け

 

内角の調整 → 方位角の計算 → 緯距・経

距の計算、調整 → 合緯距・合経距の計算 

 

（３）補助トラバース（結合）の作成 
補助トラバース１（20－39－13）

交角の調整

度 分 秒 度 分 秒 方位角秒
19  90 30 57 325857
20 93 46 5 337565 4 17 2 15422
40 174 50 10 629410 359 7 12 1292832
39 181 34 45 653685 0 41 57 2517
13 137 31 50 495110 318 13 47 1145627

No.1３の方位角 318 13 49 1145629
角誤差 -2

経距・緯距の誤差
方位角秒

度 分 秒 調整量度 分 秒
19  90 30 57 325857 　 　 　 　 　
20 93 46 6 337566 1 4 17 3 15423 35.045 2.6180 34.9471 -63.7200 32.0033
40 174 50 11 629411 1 359 7 14 1292834 49.195 -0.7551 49.1892 -61.1020 66.9504
39 181 34 45 653685 0 0 41 59 2519 22.743 0.2777 22.7413 -61.8571 116.1396
13 137 31 50 495110 0 318 13 49 1145629 -61.5794 138.8809

106.983 閉合差 0.009 誤差 0.0031 -0.0086
閉合比１/ 11702

No.13 -61.5825 138.8895

合緯距・経距
調整交角 調整後の方位角 方位角秒
度 分 秒 調整量度 分 秒

19  90 30 57 325857 　 　 19 pline
20 93 46 6 337566 1 4 17 3 15423 35.045 -0.0010 0.0028 2.6170 34.9499 -63.7200 32.0033 20 -63720,32003.3
40 174 50 11 629411 1 359 7 14 1292834 49.195 -0.0014 0.0040 -0.7565 49.1932 -61.1030 66.9532 40 -61103,66953.2
39 181 34 45 653685 0 0 41 59 2519 22.743 -0.0007 0.0018 0.2770 22.7431 -61.8595 116.1464 39 -61859.5,116146.4
13 137 31 50 495110 0 318 13 49 1145629 -61.5825 138.8895 13 -61582.5,138889.5

106.983
No.13 -61.5825 138.8895

経距調整
量

緯距調整量

調整前経
距

方位角

調整前の合
緯距

距離

距離

合緯距合経距

調整前緯
距

調整前の合
経距

測
線

測定交角
経距 緯距

測
線

測
線

測
線

合緯距距離 経距 緯距 合経距

調整後の方位角調整交角

距離の合計 主トラバースから

主トラバースから

補助トラバース２へ

Auto Cadへの貼
り付け

主トラバースから

主トラバースから

 
主トラバースの No20 と No13 に結合させる。 

方位角の計算・調整 → 緯距・経距の計算・

調整 → 合緯距・合経距の計算 



補助トラバース２（22－34－39)
交角の調整

度 分 秒 度 分 秒 方位角秒
22 0 81 43 0 294180
23 97 59 15 352755 359 42 15 1294935
37 191 11 35 688295 10 53 50 39230
35 169 24 35 609875 0 18 25 1105
34 115 7 40 414460 295 26 5 1063565
38 160 20 20 577220 275 46 25 992785
39 264 55 20 953720 0 41 45 2505

No.39の方位角 0 41 59 2519
角誤差 -14

経距・緯距の誤差
方位角秒

度 分 秒 調整量度 分 秒
22 0 81 43 0 294180 　
23 97 59 18 352758 3 359 42 18 1294938 17.848 -0.0919 17.8478 -20.6121 26.7255
37 191 11 38 688298 3 10 53 56 39236 29.494 5.5766 28.9620 -20.7040 44.5733
35 169 24 37 609877 2 0 18 33 1113 31.691 0.1710 31.6905 -15.1274 73.5353
34 115 7 42 414462 2 295 26 15 1063575 18.234 -16.4663 7.8320 -14.9564 105.2258
38 160 20 22 577222 2 275 46 37 992797 30.603 -30.4476 3.0804 -31.4227 113.0578
39 264 55 22 953722 2 0 41 59 2519 -61.8703 116.1382

127.870 閉合差 0.0144 誤差 -0.0118 -0.0082
閉合比１/ 8899 No.39 -61.8585 116.1464

合緯距・経距
調整交角 調整後の方位角 方位角秒
度 分 秒 調整量度 分 秒

22 0 81 43 0 294180 　 22 pline
23 97 59 18 352758 3 359 42 18 1294938 17.848 0.0016 0.0011 -0.0903 17.8489 -20.6121 26.7255 23 -20612.1,26725.5
37 191 11 38 688298 3 10 53 56 39236 29.494 0.0027 0.0019 5.5793 28.9639 -20.7024 44.5744 37 -20702.4,44574.4
35 169 24 37 609877 2 0 18 33 1113 31.691 0.0029 0.0020 0.1739 31.6925 -15.1231 73.5383 35 -15123.1,73538.3
34 115 7 42 414462 2 295 26 15 1063575 18.234 0.0017 0.0012 -16.4646 7.8332 -14.9492 105.2308 34 -14949.2,105230.8
38 160 20 22 577222 2 275 46 37 992797 30.603 0.0028 0.0020 -30.4448 3.0824 -31.4138 113.0640 38 -31413.8,113064
39 264 55 22 953722 2 0 41 59 2519   -61.8586 116.1464 39 -61858.5,116146.4

127.870
No.39 -61.8585 116.1464

合経距経距調整量
緯距調整
量

方位角

距離
調整前経

距
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線

測定交角
経距

距離 合緯距合経距

調整前緯
距

調整前の合
経距

緯距

測
線

測
線

測
点

調整前の
合緯距

調整後の方位角調整交角

合緯距距離 経距 緯距

主トラバースの No23 と補助トラバース１の

No39 に結合させる。 

主トラバースの No25 と補助トラバース２の

No37 に結合させる。 

補助トラバース 3 の No29 と補助トラバース 2

の No34 に結合させる。 

 

（４）AutoCAD による出力 

No.1
No.2 No.3

No.4

No.5

No.7

No.8

No.9No.10
No.11

No.12No.13

No.14

No.15

No.16

No.17

No.18

No.19

No.20

No.21 No.22
No.23

No.24

No.25 No.26 No.27

No.28

No.29
No.41

No.37

No.35

No.34

No.38
No.39

No.40

No.33.5

No.33

No.32 No.31

No.30

No.6

pline というコマンドを利用して、各トラバ

ースの合緯距・合経距のデータを AutoCAD に

貼り付け、図面を作成します。 

 

※測量では縦軸が X、横軸が Y なので X，Yのデ

ータを入れ替えます。 

 

４．まとめ 

（１）授業への応用 

簡略化した形で同じ内容を生徒に行わせて

います。 

（結合測量を省き、１０点程度の閉合トラバ

ース） 

表計算ソフトなどは、１年次の「情報技術

基礎」の授業などでも行いますが、一般的な

内容なので専門（土木）との関連性は低いの

が現状です。今回開発した内容によって、生

徒は具体的なコンピュータの利用方法、そし

て重要性を認識できると思います。 

 

（２）今後の展開 

現在２年生で実施しているトラバース測量

（１０点程度のトラバース測量）を、平板に

よる細部測量まで進め、３年生での校舎全体

の図面を作成する「総合測量」の前段階にし

たいと思います。 

AutoCAD は、現在測点をプロットするため

だけに使用していますが、現在 CAD 実習で使

用している簡易 CAD と違い汎用性が広く、業

界での主流なので、台数がそろい次第、

AutoCAD で CAD 実習を行う予定です。 

 

５．考察・反省 

現在、本校土木科にはトータルステーション

および電子平板などの最新器機がありますが、

器械本体の操作は別として、内業におけるデー

タ処理の場合、ホストコンピュータが 1台しか

なく、生徒全員が操作を体験できない状態です。

さらに、専用の測量ソフトなので、本来の測量

に関する内容を全く理解していなくても、操作

方法・入力方法さえ覚えていれば結果を得るこ

とができてしまいます。それでは理論や計算方

法の理解が不足します。やはり生徒には、処理

内容を理解した上でトラバース計算を行ってほ

しいと思います。そういう意味においては、専

用ソフトよりも Excel などの汎用ソフトによる

データ処理のほうが生徒の理解には有効だと思

います。 

土木の授業内容は、測量以外にも水理や構造

力学といった表計算ソフトを応用できる科目が

多く、実際私も生徒に表計算ソフトを利用して

課題を出しています。生徒も、「課題研究」や「実

習」だけでなく他の科目にも積極的にコンピュ

ータを利用してほしいと思っています。生徒へ

の意識付けとともに、昼休みや放課後などでも

生徒がコンピュータを使用できるような環境の

整備が待たれるところです。 

 

 

 

 



出前授業に向けた課題研究の取り組み 

 

秋田県立湯沢商工高等学校 

電子機械科 高階亮太 

 

１．はじめに 

 電子機械科では、高校生が先生役になり小

学校６年生を対象に、ものづくりの指導を平

成１５年度から『出前授業』として行ってい

る。この活動は生徒自身が地域へ湯沢商工の

活動内容を積極的に発信するとともに、小学

生に対してものづくりの魅力を伝え、さらに

はこれまでに学んできた専門知識や技術を他

人へ教えることで自分自身の理解度をより深

めることなどを目的として、課題研究の授業

を通して行っている。 

  今年度は、昨年度に引き続きミニマイコン

カーの製作指導を行った。また、ジャパンマ

イコンカーラリー北東北大会に参加すること

でマイコンカーに関する知識・関心を養い、

出前授業のミニマイコンカーの製作指導に役

立てた。 

 

２．マイコンカーの特徴 

  マイコンカーは、コース上の白線を検知し

車自身が判断して、直線やクランクなどのコ

ース状況によりスピードを調整し、コースか

ら外れないように走る自立型の車である。ミ

ニマイコンカーはマイコンカーよりも一回り

小さいが、プログラムも簡単に作製すること

ができるので小学生から大人まで手軽に取り

組むことができることから、昨年度に続き出

前授業の製作対象に選定した。また、マイコ

ンカーも大会に向けて製作し出前授業ではデ

モ走行を行った。       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 上：マイコンカー 下：ミニマイコンカー 

３．出前授業概要とその様子 

  １）対象：湯沢市立岩崎小学校 

６年生２５名 

  ２）講 師 役：電子機械科３年生７名 

  ３）授業形式：班別指導（１班あたり小学

生３～４人、講師１人） 

  ４）期 日・スケジュール            

 

■第１日目  （１０月２３日） 

   ①開会行事 

   ②プレゼンテーション１ 

  （ミニマイコンカーについて） 

   ③ミニマイコンカー組立 

  ④トーナメント組合せ抽選 

 

■第２日目  （１０月３０日）               

   ①プレゼンテーション２ 

（プログラミング） 

   ②各グループによるプログラミング       

   （基本プログラムによる走行テスト他） 

   ③トーナメント 

   ④表彰式・閉会式          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．成果 

（小学生の感想） 

・丁寧に教えてもらってありがとう 

・作るのが楽しかった 

・出前授業を通してロボット製作は難しかっ

たが楽しく作業でき興味を持った 

・ものづくりの楽しさを教えてくれてありが

とう 

・自身が製作したマシンが走って楽しかった



など、ものづくりに興味を持ち、作る楽しさ

を感じることが出来た内容の感想が綴られた

文集が後日小学校から届いた。生徒達はこれ

を受けて早速、一人一人が感想を書いて小学

校へ届けた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

小学校から届いた文集 

 

（高校生の感想） 

・半田こての使い方を教えるのが難しかった 

・作業時間が短かった 

・一緒にプログラムを考えるのが楽しかった 

・マイコンカーに対する知識が深まった 

 

《教育効果》 

1．責任感 

2．人間としての在り方・生き方 

3．知識・技能の再確認 

 

一つ目の教育効果は「責任感」であった。

高校生の感想のもあるように、初日のマイコ

ンカー組立では時間内に完成させる事ができ

ず、学校に戻ってからグループのマシンを完

成させていた。また技術を教えることの難し

さや、各自割り当てられた仕事の重要性と責

任感を学んだようだ。 

 二つ目は人間としての在り方・生き方であ

る。普段小学生とはあまり話す機会がない生

徒たちが、共同作業を経験しながらコミュニ

ケーションをとり一生懸命に取り組んでいた。

双方にとって大変有意義な時間であったし、

この体験を今後の生活に役立てて欲しいと感

じる。悩んでいる小学生と共に悩み、考えそ

して喜びを分かち合うという姿から人間とし

ての在り方・生き方について学ばせる事がで

きた。 

 三つ目の教育効果は、知識・技能の再確認

である。教える事によって自分の知識・技能

を見つめさらに向上させなければならない事

を実感したようだ。知識・技能を再確認させ

る事ができたし、自分自身を見つめ直す良い

体験をなったと感じている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

出前授業終了後の記念撮影  

 

この出前授業の経験を生かして挑んだジャ

パンマイコンカーラリー北東北大会では、生

徒達の製作意欲も湧き放課後も居残り積極的

に活動して、よりよいマシンを製作しようと

改良を加えたりしていた。また、走行テスト

を行い自身で問題点を考え、それを修正する

姿がみられた。技術者として成長を感じたし、

生きる力が身に付いているとも感じた。その

こともあって Basic－class で優勝、準優勝、

high－class で３位と、１月に北海道で開催

される全国大会に出場を決めた。 

 

５．今後の課題 

  時間が短かったという反省から今後は長期

にわたって出前授業を実施していきたいと考

えている。指導案を高校生に作らせ、計画通

りに授業をする練習を設けて、指導力の向上

を目指したい。そして高校生は小学生一人ひ

とりの把握に努め、個に応じたわかりやすい

指導方法を研究するといった指導方法の工夫

にも今後取り組んでいきたいと感じている。 

 

６．おわりに 

この出前授業は、先輩達に引き続き実施し

湯沢商工の伝統行事となるように取り組んで

いる。また本校電子機械科の活動内容を地域

へアピールする場として内容を充実させ、本

校生徒を育てるだけでなく小学生にとっても、

より一層実りあるものになるようにして継続

しなければならない。また、この活動が新し

い学校づくりに役立つことを期待する。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業の中で「自然との共生」や「公共工事の評

価」をテーマに勉強をするため、「川づくり」を題

材に、岩手の小さな川や北上川をとおして調査研

究をすすめ、「課題研究」という学習の中で、郷土

の川づくり・街づくりを水辺の視線から観察し、

地域と川のつながりや先人の技術を土木の立場か

ら学びはじめた。 

 

将来、公共事業に携わる者としてその資質の向

上を目指し、故郷の川づくりについて土木的な見

地から学習し、自然との共存の中で「美しい」川

づくりについて、「流域交流」をキーワードに総合

的な視点で学習する。 

 

（１）北上川の支川広瀬川（簗川地区）での取り

組み（平成１０年～平成１４年） 

公共工事の評価をテーマに、地域懇談会か

ら作られる「川づくり」を、岩手県江刺市広

瀬川をモデルに、現地調査や工事前・後のア

ンケート調査を実施して、工事の様子を

CD-ROMにデータベース化しました。山間の流

域で行われた河川改修工事と住民の想いに

ついてまとめられた CD-ROM は、これからの

公共工事のテーマや課題について考える良

い機会になっている。 

「川からの地域づく

り」をテーマに、住民

参画型の公共事業を記

録し、工事前・後のア

ンケート調査から、こ

れからの公共工事の課

題を、土木工学を学ぶ

学生として、流域住民 

 

 

とのふれあいを通してデータベースを作り

上げてきた。地域の過疎化や高齢化が課題と

なった川づくりは、貴重な体験であった。 

 

 

 

 

 

 

 

  ▲ コタツを囲み会長さんからお話を伺う 

（２） 北上川での取り組み（平成14年～） 

北上川でも平成１４年度から流域ごとに街や

川の様子を調べたいと考え、北上川の川下りを

実施している。（１４年度は盛岡～紫波区間を

川下り調査）映像データや位置情報等も取り入

れ、北上川の改修状況や、歴史的工作物や親水

護岸なども記録している。現在は、２回目の川

くだりを実施し、新しい「川づくり」マップの

製作や川にやさしいコンクリートの製作に取り

組んでいる。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲川下り調査の様子 

 

河川環境学習の取り組み 

 
岩手県立一関工業高等学校 

土木科・佐々木直美 
 



今までの取り組みから、部分的な「川づくり」

でなく、流域全体を見渡すことが、これからの

「良い川づくり」につながる事と考え、「流域交

流には何が必要で、どんな情報が活用されるべ

きか」という事に注目し、流域交流アイテムと

して活用できる多次元的な河川情報マップを北

東北川・水環境ワークショップで提案し、現在、

河川整備基金の中で本格的な製作活動に入って

いる。 

 

 

▲ワークショップでの発表の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲計画段階当初のイメージ想像図 

河川情報マップ 「アイ・Map」はCD-ROM添

付で掲示板とのデータベースにもアクセスでき

ます。 

マップでは、川下りする人や川を散策する人

などが、発見したことや気付いたことを気軽に

投稿できるように掲示板とリンクできるように

してある。地図情報は、携帯電話やパソコンで

の写真情報や位置情報を作成し、広域な北上川

情報を提供し、最終的には水辺プラザとの連携

の中で、さまざまな様子をWeb投稿という形で

HPを運営したいと考えています。 

 

アンケートから抜粋 

 北上川は汚いと思っていたが、意外に自

然が多く安心した。 

 鳥たちが多く、岸辺から僕たちを見てい

るリスの姿にも驚いた。 

 河床勾配が急なところや、浅瀬などあり、

自然の力の大きさを実感した。 

 下流ではごみ袋等が木にひっかかってい

たので気になった。これはごみ問題。 

 明治時代からの河川工法や舟運の歴史を

見ることができた。 

 自然を利用した河川工法や、カワセミ護

岸など実際に巣づくりしているカワセミ

をみて感激した。 

 北上川で漁をしている姿をみて驚いた。

つり船もあった。 

 遊水地堤防の高さや、治水の大切さを学

んだ。 

 自然がある所や、市街地など、排水機場

など河川計画の特徴を流域市町村で学ぶ

ことが出来た。 

 やはりブラックバスが多い。 

街中に住んでいる生徒は、川は汚い、近寄ら

ないと考えている。そんな中、「コンクリートで

改修すると魚がいなくなる」と考えている生徒

もおり、河川改修を否定していた。生徒たちが

北上川の水辺で体験したことは、橋などの土木

構造物のスケールの大きさに感激したことや、

多自然型工法による川づくりを見学し、大変好

意的に河川改修を見直すことができたようであ

った。また、護岸の損壊場所も見学し自然の力

の恐ろしい面を体感することもできたようだ。

NPO の主催したパピルス船づくりでは、エジプ

トの人達も日本人同様に、川に対する想いは一

緒であるということを学んだようだ。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲葦(アシ)を利用した"パピルス船"づくり 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲船づくり講師の先生と在日エジプト特命大使 

との記念撮影 

 

 

・Web掲示板の運用形態が課題である。 

河川情報マップ「アイ・Map」は、河川整備基金

の助成をうけて1000部発行されて、地元の遊水地

にある「あい・ポート」に寄贈する。 

 今後、地域活動や学習活動の中での「アイ・Map」

の活用方法や、掲示板の運営や整理が必要になっ

てくる。国土交通省岩手河川国道事務所一関出張

所との連携（現場見学や講座への参加を含める）

や学校の授業形態についても工夫していきたい。 

 土木工学を学ぶ学生に少しでも、郷土の「川づ

くり」をとおして職業観や近代土木事業で必要と

される「自然との共生」等、机上では学べない貴

重な体験学習をこれからも積み重ねていきたい。 

本年度も、川に関する活動に参加した生徒から

建設業をはじめ、国土交通省や市町村の土木技術

職に就くことが内定している。社会人になってか

らも、地域住民や地域の文化や歴史に触れながら

「地域づくり」のエキスパートとして活躍してく

れることを願っている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲北上川学習交流館への寄贈 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲リーフレットの発行 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

▲ 河川情報マップの改訂版発行 

 

私達の取り組みは、みちのく川ネットでも紹

介されています。 

 ホームページアドレス 

http://www.michinoku-kawa.net/report.php 



ぷろじぇくと L Next Stage 

～Linux/OSS 技術者育成を目指した実践的アプローチ～ 

 

山形県立寒河江工業高等学校 情報技術科 齋藤 秀志 

 

１．はじめに 

 2010 年「いつでも、どこでも、何でも、誰でも」

ネットワークに簡単につながるユビキタスネット

社会へ向けて、u-Japan 政策が展開中である。こ

のユビキタスネット社会の実現や、今日のめざま

しいインターネットの発展は、Linux をはじめと

するオープンソースソフトウェア（以下、OSS）

の基盤技術なしでは実現・発展できないといって

も過言ではない。 

 Linux はスケーラビリティに富み、携帯電話や

薄型テレビをはじめとする組み込みシステムや、

ミッションクリティカルな金融機関等のエンター

プライズ分野、最先端のスーパーコンピュータま

でカバーできる唯一の OS として、ますます脚光

を浴びている。 

IPA は 2005 年度から「自治体におけるオープ

ンソースソフトウェア活用に向けての導入実証」

を実施しており、山形県庁では、OSS による SOA

（サービス指向アーキテクチャ）基盤を導入し、

文書管理システムを構築し運用している。OSS 化

の流れは県庁のみならず、県の情報産業支援機関

でも情報産業界と連携し、数多くの Linux/OSS

関連の研修講座を実施する等、Linux/OSS 人材育

成に力を入れている。 

 情報技術科では、上記の動向を踏まえながら、

下記目標を設定し、情報技術教育を展開している。 

① OSS ベースのオープンな IT プラットフォー

ムを導入・活用し、様々な OS を体験するこ

とで多様性を確保し、情報技術教育の本質を

理解する。 

② 「自由・友愛・共創・貢献」といった OSS

文化にも触れ、次代の文化の担い手として育

成する。 

 上記目標を達成するために、学科全体の

Linux/OSS リテラシーを向上させるとともに、ユ

ビキタス社会を支える技術者を目指す生徒への対

応として、スキル保障としての Linux 技術者認定

試験の合格や、OSS 文化の考え方に基づき、学習

成果の発表の場として、地域での Linux/OSS 普

及推進活動を展開し、「実践活動による人材育成・

地域貢献」を実践している。特に、実践的な教育

活動を重視しており、Linux/OSS を利活用した、

地域と連携した実践事例を紹介する。 

 

２．学科全体の取り組み（生徒・教員） 

～Linux/OSS リテラシーの向上を目指して～ 

 情報技術科では、Linux/OSS は自由度が高く、

ライセンス料が不要なものが多いため、教育現場

での教材として有用であると考え、早い段階から

実習に取り入れ、教育活動を展開している。（図１） 

 

図１ 情報技術実習（OSS 関連） 

 昨年度、経済産業省・教育情報化促進基盤整備

事業「Open School Platform（OSP）プロジェク

ト」（㈶コンピュータ教育開発センター実施）に採

択されたこともあり、従来の実習以外の下記科目

において OSS ベースの授業を展開した。（本事業

は、OSSベースの IT環境を学校教育にも導入し、

マルチプラットフォームの学校教育現場への普及

を促進することを目的としている。） 

 マルチメディア応用 

 画像処理（フォトレタッチ）・・・Gimp 

 プログラミング技術 

 C 言語開発環境・・・gcc 

 ソフトウェア技術 

 OS の概念、コマンドオペレーション 

 本事業を通じて、Linux/OSS 環境での授業実践

は、従来の Windows 環境と同様に授業が実施で

きたことにより、生徒・教員双方の Linux/OSS

に対する興味・関心を高めることができた。 



 本年度は、カリキュラムに合わせ、独自にカス

タマイズした Linux/OSS 環境「SAGAEX」（DVD

起動）を開発し、多くの科目で積極的に利活用し

ている。（図２） 

 再配布が可能なため、学校と同じコンピュータ

演習環境を家庭でも実現することができ、生徒の

Linux/OSS リテラシーの向上を担っている。 

 

図２ SAGAEX スクリーンショット 

 

３．スペシャリスト育成（特別活動・課題研究） 

～Linux/OSS 技術者育成を目指して～ 

 Linux/OSS 技術者を目指す生徒へは、Linux 技

術者認定試験への挑戦や、実践的な教育活動によ

る支援を行っている。以下に、概要を示す。 

 OSS で体験！最新コンピュータの世界 

 地域の中学生を対象に公開講座を実施し、講師

役の生徒が、Linux/OSS 環境で画像処理やホーム

ページ制作を指導した。 

 

図３ 公開講座の様子 

 ハイテク MIKOSHI に Linux/OSS 搭載 

 地域連携活動の一環として、本校オリジナルの

ハイテク MIKOSHI（H10 全情研発表）を製作し、

東北一の規模を誇る神輿祭り“寒河江まつり「神

輿の祭典」”に、平成 9 年より参加している。昨

年度版ハイテク MIKOSHI では、Linux/OSS ベ

ースの神輿仕様 LiveCD を製作し、ディスプレー

制御等を行った。 

 

図４ ハイテク MIKOSHI 渡御の様子 

 小学校に Linux を導入しよう！ 

 課題研究の授業の一環として、小学校を訪問し

IT 化支援の現場実習を実施した。小学校の要求要

件を満たすインターネット蔵書検索予約システム

を提案し、Linux/OSS で構築した。 

 

図５ 小学校での現場実習の様子 

 

４．おわりに 

 本年 5 月、寒河江市技術振興協会からの依頼を

受け、Linux/OSS に関する産学官連携事業を実施

する等、さらに広がりを見せている。 

 今後も「地域に根ざし、開かれた工業高校」と

して、地域での Linux/OSS 普及推進活動を展開

し、Linux/OSS の知識・技術を身につけると同時

に、本県の目指す「誇り、自信、希望」に溢れた

“人づくり”実現に向けた一つのアプローチとし

て、地域と連携した人材育成に邁進していきたい

と考えている。 
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Ｗ Ｅ Ｂ サ ー ビ ス （ G O O G L E  G R O U P ） の 活 用  

－ 生 徒 が お 互 い に 学 び 合 う 環 境 作 り を 目 指 し て －  

宮 城 県 石 巻 工 業 高 等 学 校  電 気 情 報 科  

氏  名  鈴 木  圭  

 

 

1. はじめに 

人があることがらについて得意になるまで

には、自分で自分の経験を一般化して知識を

作る個人な課程と、人に助けてもらったり他

人と共同して考えたりする社会的な課程との

両方が含まれている。この二つの側面は深く

関係しあっている。ところが普通、学習とい

うと、一人でがんばる個人的なものという印

象を持っている人が多いのではないか。 

その中で、私はＷＥＢ２．０と呼ばれるＷ

ＥＢ社会の変化、特にＷＥＢサービスに注目

している。この WEB サービスを生徒がお互い

に学習する手段のひとつにできるのではない

かと考え調査、実践している。今回はＧＯＯ

ＧＬＥのグループ（以下グループ）というサ

ービスを学習に活用する。グループとは限定

されたメンバに対して掲示板とメーリングリ

ストを組み合わせたサービスを提供している。 

 

2. 目標・ねらい等 

一つ目のねらい 

グループを基盤としクラス全体など多くの

人に対して、生徒など一人が学習成果や自分

の考えを発表できるようにすることである。

グループを用いることで、時間や場所にとら

われずにそれらを行うことが可能となる。 

二つ目のねらい 

発表者以外の生徒が掲示板を閲覧する事に

よって自分の発表や考えと比較検討する事で

ある。発表者の意見に追加したり訂正したり

することで、新しい発想が生まれる可能性も

ある。また、閲覧した内容に対して賛成、否

定、質問などの自分の考えをさらに書き込む

ことで、擬似的な討論が可能となる。 

 

三つ目のねらい 

様々な情報やそれに付随する情報を大量に

記録し残すことである。いわゆるログを残す

事である。だれがいつどのような意見をだし

て、それに対して更にだれがどのような意見

を交わしたのか蓄積されることで、評価の資

料とすることができる。 

四つ目のねらい 

ＷＥＢ２．０の考えを取り入れることであ

る。新しい情報社会の変化が生活やビジネス

を変えたように、その発想を学習に取り入れ

ことによって今までの学習ではなかった新し

い変化が生まれてくる可能性があるのではな

いかと考えている。 

 

3. 内容 

１）  グループを利用するためにＧＯＯＧＬ

Ｅアカウントを作成する。アカウント作

成にはメールアドレスが必要になるが、

今回は生徒にＧＭＡＩＬを利用した。 

２） 「ハードウェアとソフトウェア」に関し

て調べたり、自ら考えたりした。その結

果を生徒全員がグループに投稿する体験

を行った。また、お互いに星の数を用い

て評価した。 

 

生徒解答 



 

 

 

 解答者に対する意見 

 

4. 結果 

１） WEB サービスを利用した為に、実際に学

習するまでに要した時間は非常に短い時

間であった。 

２） グループを利用するのが初めてなので投

稿する事に時間がかかってしまい、その

結果本来の目的である調べる作業に費や

す時間が短くなってしまった。しかし、

数回の投稿後は予想以上に使い慣れて調

べる時間に費やす時間を増やす事ができ

た。 

３） 評価の理由を投稿するように指導した。

結果、生徒は思っていた以上には真剣に

責任感を持って評価していたように思う。

また、お互いに評価をすることで、自分

の考えを発言することに対しても他の生

徒を評価することに対しても責任感を持

って行っていたように思う。 

 

5. 考察・今後の課題等 

１）  現在 WEB 上では様々なサービスが無料

で提供されている。OSS もその一つと考

える事ができる。新しい技術やサービス

に対していつでもアンテナを広げ、その

特徴を理解し活用することによって、今

まででは簡単にできなかった事が思って

いたよりもスムーズに導入する事が可能

となっている。今回はグループを取り上

げたが、それはその一例に過ぎない。今

後も様々な技術が開発される。その長所

を活かし更に学習成果を高める工夫がで

きるのではないかと考えている。 

２） 現段階では与えられた課題をひとりひと

りが考えて全体の場に発表しているが、

今後は次のような利用方法を検討してい

る。 

① 生徒が教師に分からない事をメール等で

質問する。その質問が他の生徒にも役に

立つと判断されたときにはグループを用

いて全体に公表する。生徒の質問と解答

を WEB 上に蓄積する事で、同じような疑

問を持っている、または後になって同じ

ような質問を持つ生徒に有効である。ロ

ングテールの尻尾の意見を保存、検索で

きるようにする。 

② 意見や考えを積み重ねる学習形態が可能

になるのではないかと考えている。（Ａ

さんの意見に対して、Ｂさんが新しい発

想を付け加える。B さんだけではその発

想は生まれなかったが、A さんの意見に

よって Bさんの発想が生まれた 等） 

③ 分からない事があったらグループに投稿

する事で質問をすると、教師だけでなく

生徒がその質問に対して回答する。分か

らない事があったらまずはグループに投

稿してみるという習慣を身につける事が

できないか。これによって生徒がお互い

に学習できる基盤を作る事に繋がる。 

３） グループを利用した生徒の約６割が、自

宅でＰＣによるインターネットができな

い状況であった。生徒によって家庭での

情報インフラの違いがある点をどのよう

に克服するか検討する必要がある。それ

に対してグループを利用した生徒の９

７％は携帯を所有している。携帯のメー

ルアドレスを利用する事で、グループを

もっと身近に使えるようになるのではな

いかと考えている。 



 

 

 

 

 

１． はじめに 

すべての産業において、環境問題に対応しながら

目覚しい勢いで技術革新が繰り広げられている昨今、

県内で唯一の情報高校の電子機械科では情報・電気

電子・機械の3分野を幅広く学習することによって、

本校卒業生ならではといえる人材育成に尽力すべく

日々新しいものに挑戦している。 

電子機械科で設定している選択科目「制御技術」

は、産業社会で使われている制御機器について理解

させるとともに、制御機器を使った制御を行い、体

験を通して理解し、実際に活用する技術を身につけ

るための導入科目として位置づけたいという理由か

ら設定されたものである。その取り組みについて述

べる。 

 

２． 電子機械科の教育課程 

 本校は、情報電子科(工業系)・電子機械科(工業

系)・情報処理科(商業系)・情報会計科(商業系)全8

クラスで形成されている。県内で唯一の情報高校と

いうこともあり、特色のある学校経営に尽力してい

る。なかでも、いくつかの科の生徒が選択できるコ

ース選択制による選択科目（普通､専門教科）は、教

員数、配当教室、教員の授業時数など様々な問題点

があげられるが、関係する教員の尽力により運営さ

れている。 

 電子機械科では、情報高校そして電子機械科とし

ての特色を出しながら、教育活動を推し進めている。

はじめにも述べたように、情報・電気電子・機械の

3 分野をバランスよく学習できるよう考慮している。

実技を伴う、工業技術基礎（1 年）や実習（２、３

年）においても同様である。 

 

３． 選択科目「制御技術」（３年次）の取り組み 

 「制御技術」は、制御技術の基礎的な知識と技術

を習得させ、制御機器への興味関心を高めるととも

に、実際に制御技術を活用する能力と態度を育てる

という目的のもと実施されている科目である。 

１９年度３年次の選択科目「制御技術」（２クラス、

生徒４３名）は、特別教室を利用し、指導教員２名

で展開した。内容は下記に示したとおりである。 

 

 

 

 

 

  

 １）「電子機械応用」（実教出版）を使用したメ  

  カトロニクスに関する学習。 

 １学期（４月）～２学期前半（９月下旬）。 

２）「プログラミング技術」（コロナ社）を使用 

  したＣ言語プログラムの学習。 

 １学期（４月）～２学期前半（１０月上旬）。 

３）ＰＩＣマイコンカーの製作。 

  ２学期中盤～３学期（１０月下旬～１月下 

  旬） 

例年、「制御技術」（３年次、以後３年次は省略）

の後半では、空き教室を利用して何かを製作すると

いう授業形態を取っている。 

 １８年度は、３名で１台の赤外線ミニロボカー（㈱

ナガイ）を製作した。ＰＩＣにはポケットコンピュ

ータを用い、アセンブラ言語プログラムを書き込み、

ミニロボカーを制御するという学習をした。 

 １９年度は、２名で１台のＰＩＣマイコンカーの

製作をした。学習してきたＣ言語プログラムをポケ

ットコンピュータに入力し、それをＰＩＣに書き込

みＰＩＣマイコンカーを制御するという学習をした。

ＰＩＣマイコンカーの製作においては、プリント基

板を生徒が製作するなど、できるかぎり一つ一つの

部品から製作しものづくりに興味・関心を持たせる

工夫をした。 

（１）プリント基板の製作 

 プリント基板用のパターン版下の作成→ポジ感光

基板への焼き付け→現像作業→エッチング作業→表

面処理作業→プリント基板完成 

（２）マイコンカーの製作 

 プリント基板用の穴あけ加工→電子部品のはんだ

付け作業→マイコンカー本体の製作→マイコンカー

完成 

（３）プログラミングからＰＩＣへの書き込み 

 ポケコンによるＣ言語プログラミング→ポケコン

からパソコンへデータの転送→変換用フリーソフト

を利用し、Ｃ言語からアセンブラ言語プログラムへ

変換、フリーソフト（ＳＤＣＣとｇｐｕｔｉｌｓ）

を使用→プログラム修正（ポケコンに転送後コンパ

イルさせるため）→パソコンからポケコンへのデー

タ転送→ポケコンでコンパイルの確認→ＰＩＣライ

ターを用いてＰＩＣにデータの書き込む      

科目「制御技術」における取り組みと今後の課題 

～ハードウェア技術とソフトウェア技術の融合を図る実践教育～ 

                    福島県立清陵情報高等学校 教諭 新 妻   孝 

                                          〃  会津工業高等学校 教諭 金 澤 直 人 



４． 評価方法について 

 ここでは、ＰＩＣマイコンカーの製作に関する評

価方法について述べたい。 

 ２人の指導者で４３人の生徒の作業状況を事細か

に採点するというのは困難に近く、質問に対応する

事で精一杯であった。その中で、どのように評価す

べきか検討した。そして、次のような観点で評価し

た。 

 定期考査の結果（３０）（知識・理解）、ＰＩＣマ

イコンカーの進捗状況（２０）・指導者による活動評

価（１０）・自己評価（１０）（関心・意欲・態度）、

プログラム（１０）・ＰＩＣマイコンカーの制御レベ

ル（１０）（思考・判断）に着目し評価した。詳細を

以下に示す。  

定期考査の内容は、ＰＩＣマイコンカーを製作す

るにあたり学習した内容とした。 

 ＰＩＣマイコンカーの進捗状況は、ハード面（本

体・基板）の完成度をチェックし評価した。基準は

こちらが準備したＰＩＣを搭載して動作するかにし

た。 

 指導者による活動評価は、指導者が活動できる範

囲で評価した。基準は、出席の有無・積極的な作業

への取組とした。 

 自己評価は、いくつかの設問を元に評価させた。

チームメートの評価もあり、信頼できる内容である

と判断し、記述内容により評価した。 

 プログラムは、ポケコンに入力したプログラムが

コンパイルしたかどうかで評価した。コンパイルに

至らない生徒に関しては、直接入力したプログラム

を見て評価した。 

 ＰＩＣマイコンカーの制御レベルは、生徒がＰＩ

Ｃに書き込んだプログラムでマイコンカーがどのよ

うに作動するかを見て評価した。 

 

５． 考察 

ＰＩＣマイコンカーの製作に関して、生徒は楽し

く臨むことができたようである。ただ楽しかったと

いうだけではなく、物を作る大変さを越えて楽しか

ったと捉えている生徒が多くいたのは、生徒に自ら

考え、学ばせることができたためであると考える。 

また、ＰＩＣマイコンカー製作を通して、メカト

ロニクスに関する学習（ハードウェア技術）やプロ

グラムに関する学習（ソフトウェア技術）が、机上

での学習に留まらず、利用・駆使することによりそ

れらの学習の意味を認識させることにつなげること

ができた。ハードウェアとソフトウェアの融合を実

践・経験するのは、電子機械科の求めるところであ

ると考える。 

物を製作するという内容が、機械系の学習を好む

生徒が多いことも加担して、授業への意欲・関心の

向上につながっているようである。 

 しかし、問題点もあげられる。技術面では、ポケ

コンで作成したＣ言語プログラムは疑似Ｃ言語であ

るためＰＩＣに直接書き込みができない。今回、生

徒が学習してきたＣ言語を活かすため、ポケコンの

データをパソコンに転送し、アセンブラ言語に変換

するフリーソフトにより変換し、再度ポケコンへ転

送しなおすという方法でＰＩＣにプログラムを書き

込んだ。この作業は、複雑であり、プログラムの修

正も必要で作業効率も良くない。Ｃ言語を活かすに

しても、もう尐し簡単明瞭な方法を検討したい。ま

た、今回のＰＩＣマイコンカーを動作させるための

Ｃ言語プログラムは、簡単なもので、複雑な動作を

させられるような内容まで学習させていきたいと考

える。 

また、授業の展開方法では、大人数（４３名）で

の作業であるため生徒の掌握が難しい。それに伴っ

て、狭い視野での評価方法を取らざるを得ない。考

慮すべき点としては、活動状況の評価や活動を通し

て得た知識・技術の評価をいかに細かく把握するか

である。 

 生徒はものづくりに対していきいきと取り組み、

製作を通して興味・関心を抱いたものの、高い意識

を持ち自ら知識・技術を発展・開発する所まで至っ

た生徒は小数であった。 

作業状況全体の把握から意識向上への更なる授業

内容・展開方法の検討が必要であると考える。 

 

６． おわりに 

 清陵情報高校電子機械科全職員は、電子機械科と

して生徒に教えるべきことは何か日々最善を模索し

続けている。その中で、今回の研究発表に臨むにあ

たって、お忙しい中電子機械科の先生方をはじめ、

関係くださった方々（長崎大学大学院助教授・田中

氏、SHARP ポケットコンピュータ担当・小野瀬氏）

のご指導・ご協力を頂き、何とか形にすることがで

きました。ありがとうございました。 

 

 



（４）資料発表 
 

 

データベースインターフェースの研究 

 

青森県立青森工業高等学校 

荒 関 英 樹 

 

１．研究のきっかけ 

 インターネットやイントラネットの普及にとも

なって、ネットワーク経由のデータベース（以下

DB）の規模が急速に拡大している。そこで、情

報技術の教育現場においても、大規模DBに触れ

させる必要性が出てきている。今回の研究は、学

校教育におけるデータベースの教材として、何が

適切であるのかを検証してみたものである。 

 まず、DB あるいはDB 的に使われる一般的な

ソフトウェアとして、Access，Excel，SQLserver，

Oracle などが考えられるが、それぞれにメリッ

ト・デメリットがある。 

 そこで、本格的な DB でありながらフリーで、

拡張性の高いPostgreSQLと出会うことになった。 

 

２．PostgreSQLとの出会い 

 PostgreSQLはもともとUNIXのために開発さ

れたDBMSである。 

 

①教材として見たPostgreSQLのメリット 

  ・SQL 文(データ定義・データ操作・データ

制御言語)がきちんと見える。 

  ・DB サーバと接続クライアントが分離して

いる。 

  ・100以上の多同時アクセスができる。 

 ②実務から見たPostgreSQLのメリット 

  ・TCP/IP接続で堅牢である。 

  ・ライセンスフリーである。 

  ・様々なインターフェースからアクセスでき

る。(Access，Excel，C言語，IIS…) 

 

 今回、このPostgreSQLをUNIX環境ではなく、

Windows プラットフォームで実現させることを

考えた。 

３．準備したソフトウェア 

 ・Cygwin(ver1.3.12) 

   Windows 上でUNIX アプリケーションを

動かすためのエミュレーション層。

Windows と UNIX のディレクトリ構造の

違いなどを補ったりする。Cygwin は

Windows 上で実行され、UNIX のターミ

ナルウィンドウを操作しているような感覚

である。 

 

 ・PostgreSQL(ver7.2.3) 

   DB本体で、エンジン部分にあたる。UNIX

プラットフォームで動作する無料の DB。

信頼性が非常に高く、商用DBと比較して

もほとんど遜色ない。 

 

 ・接続ソフトウェア(PgadminⅡ ver1.2.0) 

   DBエンジンに接続するツール 

 

４．各ソフトウェアの様子 

 今回はWindowsXPのPCを2台用い、1台は

DB サーバ機，1 台はクライアント機として使用

し、クライアント機からTCP/IPでDBサーバ機

に SQL 文を発行するような仕組みを考えた。ソ

フトウェアの概要は図１に示すとおりである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Cygwin

WindowsXP

PostgreSQL

WindowsXP

接続ソフト ウェア

TCP/IP

データベースサーバ側 クライアント 側

コンピュータ A
192.168.1.1

コンピュータ B
192.168.1.2

図１．システムの概略図 



 

 

５．Cygwinのインストール 

 Windows マシンに Cygwin をインストールす

ると、図２に示すように windows のシステム

ファイルが格納されている「WINDOWS」と

同じ並びで「Cgwin」というフォルダが配置さ

れる。Cygwinを起動すると、この「Cygwin」

をルートディレクトリとして、コマンド操作し

ていくことになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．Cygwinで行うこと 

  Cygwin はWindows フォーム上でUNIX を

コマンド操作する感覚に似ている。したがって、

PostgreSQL のパッケージを解凍・インストー

ルする作業も Cygwin 上で行うことになる。

PostgreSQLはUNIXアプリケーションという

よりも UNIX のサービスという性格が強いの

で、ApacheやSambaのように、いったんサー

バ機能をスタートさせてしまえば、ほとんど手

が掛からない。実際上はPostgreSQLの解凍・

インストール・セッティングなど、ほとんどは

Cynwinで操作することになる。 

 

７．接続ソフトウェア 

  PostgreSQL に接続するインターフェースに

は実に様々なものが利用できる。一般的な DB

アプリケーションである Access や、実務上有

効なExcelなどのDBエンジンとしても使用で

きる。 

  今回は、SQL 文を明確に見ることのできる

DB接続ソフト、PgAdminⅡを使用した。初級

シスアドなど、無駄のない SQL 文の学習に適

するツールである。 

  図３は PgAdminⅡの画面で、DB サーバ(IP

アドレスを192.168.1.1としている)に接続しよ

うとしている状態である。接続が無事確立され

ると図３のように、DBが階層構造で表示され、

SQL文によるテーブル操作などが可能となる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

８．これからの課題 

  実はこの研究の終わりに PostgreSQL の

Windows 版が最近リリースされたことがわか

った。もっと早く気づいていればよかったと思

う。ただ、今回 Cygwin を使ってみたことで、

PostgreSQLに限らず、様々なUNIXアプリケ

ーションを Window で使う可能性に触れるこ

とができたと思う。今後の課題としては、 

①PostgreSQLのWindow版の試用 

②PostgreSQL の実務レベルでの検証(ODBC 経

由のAccess，Excel接続) 

 について、さらに研究を深めていきたい。 

 ルートディレクトリ 

 「/ 」 

図２．Cygwinのディレクトリ構造 

図３．PgAdminⅡの画面② 



楽しいものづくりをするための実践 

～３年間の「ものづくり発表会」を通して～ 

山形県立酒田工業高等学校    

情報システム科 古川 武房 

情報システム科 早坂  貢 

 

１ はじめに 

 昭和３７年に機械科、工業化学科、土木科、化

学工学科の４学科４クラスで開校、その後数回の

学科改編を重ねながら、平成３年度には化学系２

学科を化学技術科に統合、そして情報技術科を新

設、平成１０年度に機械科の１学級減及び電子制

御科を電子機械科に改編した。さらに、平成１７

年度の学科改編で現在の機械技術科、電子機械科、

情報システム科、土木システム科、環境エネルギ

ー科の５学科５クラス体制となった。また、平成

１９年度には４５周年を迎え、１万２千６百余名

の卒業生を輩出し、その卒業生は地元をはじめ県

内外で幅広く活躍しており特に地域産業の発展に

貢献してきている。さて、本校では地域との結び

つきを重視しながら本校教育目標の具現化を図る

ために、各科共色々なものづくりに挑戦してきた

が、この実践の成果を紹介しものづくりに対する

子ども達の興味・関心を高めるために地域の小学

校などに「ものづくり発表会」を実施することに

した。この発表会を通して、生徒達が人間的に成

長することが期待されるものとなっている。 

 【本校の教育目標】 

 １）自ら学び、考え、実践する人間の育成 

 ２）心身ともに健康で、豊かなコミュニケー 

ションを築く人間の育成 

 ３）広い視野をもち、創造力豊かな実践的工 

業技術者の育成 

 

２ 研究テーマについて 

 テーマを考えるにあたり[本校の教育目標]も考

慮し、[ものづくりを通したひとづくり]をどのよ

うに実践したらよいかを熟慮して、次の三つの視

点で「ものづくり教育」を捉えることにした。 

 【三つの視点】 

１）人に役立つものづくり 

２）自信を持たせるものづくり 

３）進路実現に結びつくものづくり 

この三つの視点から、ものづくりを通した教育 

の中でどのようなことができるものかと様々な

ことを考えた。そして現在、ものづくり教育は 

 

課題研究の中で、問題解決能力や創造力を育成 

している。今回はそれを更に発展させ、地域の

小学生などに「ものづくり発表会」を実施し、

ものづくりを純粋に楽しみながら、人間的にも

成長することを目標にした。小学生とのかかわ

りを考え、テーマを「酒工生、夢にむかって・

ものづくりに挑戦」に据えて発表会を実施する

ことにした。また、この発表会と小学生との会

話がコミュニケーション能力の向上に繋がるも

のと考えている。 

 

３ 活動概況 

（１）３年間の活動記録 

１年目（平成１７年度） 

①酒田市立若浜小学校（４年生：７４名） 

 <発表テーマ> 

○サッカーをするロボットの製作 

  ○二足歩行ロボットの製作 

  ○電子ダーツの製作 

  ○メカトロアイディアロボットの製作 

２年目（平成１８年度） 

 ①酒田市立若浜小学校（６年生：６８名） 

 ②酒田市・アテネ幼稚園（園児：１５０名） 

 <発表テーマ> 

  ○玉入れロボットの設計方法と実演  

  ○Ｒ／Ｃ潜水艦  

  ○顔写真入りＩＤカードを作ろう 

○地震体験装置「きしん君」 

  

  

チャレンジ 



 

３年目（平成１９年度） 

 ①酒田市立若浜小学校（２年生：５４名） 

 ②酒田市立黒森小学校（６年生：２４名） 

 <発表テーマ> 

○蒸気を利用した発電装置 

  ○自分で電気をつくって電車を動かそう 

  ○ネットワークカーを運転しよう 

  ○マイコンカーラリーを楽しもう 

  

 

（２）３年間のものづくり発表会の成果 

 １）人に役立つものづくり 

○思いやりのある人間を育成できる 

○創造力豊かな技術者を育成できる 

○創意工夫、有益、協働などの精神を身に付ける 

２）自信を持たせるものづくり 

○基礎・基本を確実に身に付ける 

○応用力のある人間を育成できる 

○チャレンジ精神旺盛な技術者を育成できる 

３）進路実現に結びつくものづくり 

○コミュニケーション能力を育成できる 

○自己実現できる人間を育成できる 

○地域社会のニーズを踏まえた技術者を育成できる 

   

以上の三つの視点についてそれぞれ成果を得

ることができた。 

 

 

４ 「ネットワークカーの製作」事例 

 これまで製作したものの中から、子ども達をよ

り楽しませることができたもの、完成度が最も高

くなったものとして、当科で取り組んだ「ネット

ワークカーの製作」がある。 

 

１）製作にあたって 

３年間のまとめとしての課題研究を進める 

にあたり、技術的にもある程度の難易度があり、 

なおかつ完成したものが誰でも「簡単に」「楽し

く」遊べるものを作れないかということを生徒

と話し合い、「ネットワークで何か動くものをつ

くる」ということから開発がスタートした。 

 

２）ネットワークカーの概要 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

このネットワークカーは、送信したパケットが

正しければ動く、間違っていれば動かないという

単純な答えが動作として現れるため、ＴＣＰ／Ｉ

Ｐ通信の実験や通信プログラミングの実験にも利

用できると考えている。この成果を単年度で終わ

らせるのではなく、ぜひとも継続テーマとして進

めていきたいと考えている。 

 

５ 課題研究の評価について 

 評価は２回の中間発表会（７月・１２月）、及び

本発表会（１月末）と、レポート（２月中旬）、実

習日誌（毎回記入）の提出などで行った。また、

ものづくり発表会のアンケート調査についても評

価の対象とした。 

 

６ まとめ 

 「酒工生、夢にむかって・ものづくりに挑戦」 

発表会を実施して、自ら製作したものが子ども達 

に受け入れられ興味深く質問されることで、その 

質問に苦慮しながら分かりやすく相手に説明する 

ためのコミュニケーション能力を身に付けること 

ができた。 

 評価については、課題研究で行う中間発表会と 

本発表会の中で行われ、発表会の中で製作したも 

のを自信持って発表できるようになった。また、 

小学生に分かりやすく説明できるようになり、基 

礎・基本から、応用的なものまでを自ら調べ説明 

することができた。 

このように楽しくものづくりを実践することを 

目標に、３年間、「ものづくり発表会」を実施して、

生徒はこの活動から、人を楽しませることができ

る「ものづくり」があることを知り、どんな困難

な問題も解決しようと努力すること、そして人間

的に成長するきっかけとなるなど多くの成果を残

すことができた。 
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『エンベデットとネット実習教材』 

                           福島県立郡山北工業高等学校 

情報技術科 本田 文一 

 

 
はじめに 

 現代の生徒達は，技術に対する感動を知らない

様に思える。ものが豊富な世の中で，新製品とし

て世に産出される工業製品を当たり前のように利

用している。このような生徒達に，製品ひとつひ

とつに感動を覚えながら大切に利用し，技術者と

しての道を歩んでもらいたい。 

携帯電話無しで生きていられない世代となって

いるが，エンベデット（組み込み）システムの先

端であることを知らないで利用している。メール

ができて音楽が聞けて，写真が撮れてテレビを移

動しながら見ることができる，高度な技術の集合

体を利用している。私自身もそれ程携帯の中身を

知っているわけでもないが，エンベデットとネッ

トワーク・通信の基礎・基本を学習し，工業技術

が世に貢献するすばらしさを知ることができる教

材としたいと考えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図１ 実習マイコンボード 

エンベデッド・ネットワークの実践 

 生活の中に浸透してきている情報通信サービス

や音楽・映像配信、遠隔教育・ｅラーニング、遠

隔医療などのネットワークによる便利なサービス

が普及・拡大している。これらの技術の基礎・基

本を学習することを目的とし，実習・課題研究や

校内行事での指導をおこなった。 

 

１．ネットワーク構築実習 

（ハードウェア技術：９時限） 

  ハードウェア技術の座学の後期に４班編成で

ネットワーク構築実習を実施している。ソフ

ト・ハードの両面に渡り，座学での知識を実際

に身についたものにすることを目的とし，次の

７項目について実習を行う。 

① ネットワークとサーバの概要について 

 ② ＯＳのセットアップ（Win2000） 

 ③ 有線・無線 LAN の接続と設定 

 ④ インターネット接続設定 

 ⑤ コンピュータ管理 

 ⑥ Web サーバ構築（IIS） 

 ⑦ グループウェアのセットアップと運用 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

図２ ネットワーク実習 

２．映像のライブ中継（文化祭展示） 

基幹として校内 LAN の設備を利用し，体育館

や屋外の模擬店等の校内外６箇所にカメラの設

置・設定および配線等を行いライブを行った。 

 ①３年生が USB カメラのセットアップとカメ

ラサーバのインストールと設定をした。設定

がうまくいかず，苦労している場面があった

が，問題解決を自分たちで進めた。 

②コンピュータ部の２年生がカメラ等の機器設

置を行った。２年生にとって，未学習の内容

でもあったが，１台の設置を手本にさせ，５

台のシステムを自分たちで完成させた。 

問題点は，広い校内を UTP ケーブルで引き

回したため，信号の減衰が発生し，ネットワ

ーク接続ができないことであった。接続すれ

ば繋がると思っている生徒にとって，問題を

解決するまでかなりの時間を要していた。最

終的に時間はかかったが，６台の Web カメラ

システムの設置を完了した。 



 

 実際利用した Web カメラとアプリについて 

 

 

 

 

 

 

 

図３ USB カメラと LiveCapture2（フリーソフト） 

 

 

 

 

 

 

 
図４ IP カメラ 9060AK 

（３）エンベデッドとネットワーク制御実習 

 「ネットワーク I/O 制御」というテーマを設定

し，Web を利用した制御について学習する。 

  ネットワーク対応のマイコンボードは，多種多

様に出回っているが，次の点を考慮しボードを選

択した。  

・ 組み込みボード本体が低価格 

・ I/O 制御が簡単にできる。 

・ OS の組込が難易にならないこと。 

・ Web プログラミングを学習できること。 

 実習の進め方 

①開発環境の流れと使用法をマスター 

②MES２の操作するコマンド 

③C 言語による I/O 制御プログラム 

３．課題研究での取り組み 

（１）ホームセキュリティシステムの製作 

 人体感知は，１年時に製作した焦電センサ回路

を利用した。出力には，蛍光灯，音声合成回路と

いったものを用いた。 

 Web プログラムとハードに分かれ，各自が責任

を持って作業を行うプロジェクトの体制を取り研

究に励んだ。 

 

 

 

 

 

 図５ ホームセキュリティシステム 

（２）マトリクス LED を利用した電光掲示板 

 H8/3069F に USB インタフェースを搭載した

ものがあり，普段利用している USB メモリを利

用することができる。 

 

    

 

 

 

 

 

    図６ H8CPU ボードと電光掲示板 

（３）ネットワーク対応電光掲示板の製作 

 ネットワーク上でメッセージの伝送・表示でき

る写真のような電光掲示板を製作した。 

 写真は，生徒への連絡事項を表示している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７ ネットワーク電光掲示板 

表示部は，１６×３２ドットの LED マトリクス

回路を４個使用している。インタフェースは

RS232C から，イーサネットに変換するために

XPORT を利用した。 

 

おわりに 

  これからのエンベデッド技術は，今後益々加速

され多種に渡り応用されていくものと思われる。

進歩の激しい中で，工業技術者として生きていけ

る人材になって欲しい。また，まとまりのない教

材であるが，この中でどれかひとつでも利用され

れば幸いである。 

最後に，今回の教材作成にあたり，指導・助言

を頂いた先生方に深く感謝御礼を申し上げ，エン

ベデット教材開発の節目とする。 

USB メモリ 

（２５６MB） 

 



（１）青森県 

 

青森県立八戸工業高等学校 

中村 雅章 

平成２０年度高教研工業部会と情報技術分科会 

の活動を中心に報告します。 

 

１ 第1回工業部会役員会  ５月１５日（木） 

    青森県総合社会教育センターにおいて 

 (1)工業部会の事業計画について 

(2)東北情研福島大会について 

(3)東北情研福島大会への発表テーマ等確認 

 (4)高教研工業教育研究大会での情報技術分科

会の運営、研究協議題、研究発表会、当番順 

  などについて 

 

 

２ 第３５回東北地区情報技術教育研究会 

  ６月１９日（木）～６月２０日（金） 

  福島県いわき市「スパリゾートハワイアン」 

 (1)総会、講演会、研究発表など 

 (2)本県研究発表者 

   弘前工  情報技術科 今井 聖朝 

    〃   土木科   志村 博 

 

 

３ 第２回工業部会役員会 

   青森県立五所川原工業高等学校において 

(1) 工業教育研究大会の運営等確認 

(2) 高教研工業教育研究大会での情報技術分

科会の運営、研究協議題、研究発表校の

確認 

 

 

４ ８月１９日（火）～８月２０日（水） 

  青森県立五所川原工業高等学校において 

 (1)総会（事業計画、予算決算等） 

 (2)研究大会（全体会） 

  全体講演「津軽金山焼について」 

   津軽金山焼 窯元 松宮 亮二 

 

(3)情報技術分科会 

 ①研究協議題「実習・課題研究の取り組み」 

 ②研究発表 

 ・「ＵＳＢブートＬｉｎｕｘ」 

    青森工 庭田 浩之 

 ・「プログラマブルコントローラの応用」 

    弘前工 春藤 孝弘 

 ・「Oracleデータベースの指導について」 

    五所工 三國 慎治 

 ・「マルチOS環境下における授業展開について」 

        八工大一 田中 寛 

 

(4)平成２１年度東北情研発表推薦テーマ 

  研究発表は情報技術分科会から１件、資料発

表１件が次のように推薦された。 

  尚、工業化学または材料技術分科会から後日、

研究発表１件が推薦される。 

  ①研究発表 

   ・「ＵＳＢブートＬｉｎｕｘ」 

青森工 情報技術科 庭田 浩之 

   ・工業化学または材料技術分科会から１件 

 

  ②資料発表 

   「プログラマブルコントローラの応用」 

弘前工 情報技術科 春藤 孝弘 

 

 

５ 第３７回全国情報技術教育研究会 

   ７月３１日（木） ～ ８月１日（金） 

  秋田市「ホテルメトロポリタン秋田」 

    本県からは４名参加 

 



（２）秋田県 

 

秋田県立横手清陵学院高等学校 

加藤 司 

 

１ 平成２０年度秋田県高教研工業部会情報技

術小部会の活動報告 

 

（１）第 1回情報技術小部会 

期 日  平成２０年５月１日（木） 

会 場  能代工業高等学校 

協議・報告内容 

①平成２０年度工業部会情報技術小部会の 

運営について 

②小部会長、東情研秋田県理事の確認 

③研究協議題の決定 

④東情研の発表者、発表テーマ等の確認 

⑤各校の現状と課題について情報交換 

 

（２）平成２０年度高教研工業部会研究協議会 

情報技術分科会（第２回情報技術小部会） 

期 日 平成２０年９月２５日（木） 

会 場 秋田県総合教育センター 

研究協議題 

「情報技術教育の今後について 

～各校の状況と課題～」 

 

（３）第１７回秋田県情報技術教育研究発表会 

（第３回情報技術小部会） 

期 日 平成２０年１１月５日（水） 

 会 場 横手清陵学院高等学校 

 発 表 最低３テーマ以上を予定 

 

（４）第３５回東北地区情報技術教育研究会 

期 日 平成２０年６月１９日（木） 

～６月２０日（金） 

 本県発表者  

由利工業高等学校 木谷  勉  

湯沢商工高等学校 高階 亮太 

（５）全国情報技術教育研究会第３７回全国大会 

期 日 平成２０年７月３１日（木） 

～８月１日（金） 

 会 場 秋田市 ホテルメトロポリタン秋田 

  

全国から１４０名を超える教職員が参加し

て、１５テーマの研究発表が行われた。 

なお、大会運営は、全情研事務局および能

代工業高等学校をはじめ秋田県内１１校の工

業系学科を持つ高等学校から３９名の教員が

参加して行った。 

 

 

２ 平成１９年度高教研工業部会研究協議会 

情報技術分科会（第１６回秋田県情報技術 

教育研究発表会）について 

日 時 平成１９年１１月１６日（金） 

場 所 秋田県総合教育センタ－ 

発 表 

 ①情報通信教育について思うこと  

能代工業高等学校 高松 文仁 

②個人情報保護に関する生徒への指導に 

ついて 

由利工業高等学校 木谷  勉  

③出前授業に向けた課題研究の取り組み 

   湯沢商工高等学校 高階 亮太 

 



（３）岩手県 

 

岩手県立一関工業高等学校 

 立野 徹 

 

１ 平成１９年度活動経過報告 
（１） 第１回役員会  ５月７日（月） 
   なはんプラザ 
  ア 平成１８年度事業経過報告・決算報告 
  イ 平成１９年度事業計画・予算案審議 
（２） 総会・見学会 ６月８日（金） 
   岩手県立大学 
 【総会】 
  ア 経過・決算報告 
  イ 事業計画・予算案審議 
  ウ 新役員承認 
  エ 平成 19 年度東情研岩手大会について 
 【見学会】 岩手県立大学施設見学 
（３） 東北地区情報技術教育研究大会 
   ６月２１日（木）～６月２２日（金） 
   弘前シティホテル 
   本県より８名出席 
  ア 総会 
  イ 研究発表 
  【本県代表】 
   簡易ビデオサーバによる在宅向け教育補

助システムの構築と検討  
      宮古工業高校  電気科 菊池 敏 
   本校における施工技術者試験についての

取り組み 
      盛岡工業高校 土木科 畠山 剛 
（４） 全国情報技術教育研究大会 
   ８月２０日（月）～８月２２日（水） 
   広島市 広島全日空ホテル 
   《本県からの出席者は無し》 
（５） 第２回役員会  １１月 １５日(木) 
   アイーナ 
  ア 第 27 回研究発表大会日程運営について 
  イ 事業中間報告 
  ウ 来年度の東情研について 
（６） 第２７回研究発表大会 
   １１月１５日（木）～１１月１６日（金） 
    アイーナ 
   専門部長､委員長，発表者を含め 26 名出席 
  ア 報告 
   平成１９年度活動経過報告 
   東情研（青森大会）報告 
  イ 研究発表 
  ① 工業化学科における情報教育の現状 
   盛岡工業高校 工業化学科 髙鷹 義之 

② 各種検定問題の CBT(Computer Based 

     Training)教材の開発 
      千厩高校 産業技術科 吉田 裕 
  ③ PLC 制御教材の製作 
       ～社会体験研修をとおして～ 
   黒沢尻工業高校 電子科 小野寺 秀樹 
  ④ Flash による教材作成  
   宮古工業高校  電子機械科 浅野 樹哉 
  ⑤ ものづくりコンテスト木材加工部門 
    指導用 DVD の作成  
     久慈工業高校 建築科 佐藤 洋之 
  ⑥ 課題研究における学校紹介 DVD 制作 
    について 
     水沢工業高校 電気科 久保田 懐 
  ⑦ 河川環境学習の取り組み 
    一関工業高校 土木科 佐々木 直美 
  ⑧ 製図の CAD 指導について 
  大船渡工業高校 建設工学科 小山 雅人 
  ⑨ 情報モラルの教育について 
     釜石工業高校  土木科 三浦 一夫 

⑩ 単軸テーブルを使った情報技術教育の 
取り組み 

  福岡工業高校  機械システム科 千葉 亘 
  ウ 研究協議 
    情報系ものづくりコンテストへの今後

の取り組みについて 
  エ 講評 
      委員長 立野 徹 
   尚、平成２０年度東情研の発表大会に推

薦の研究テーマは④、⑦のテーマに決定
した。 

（７） 第３回役員会  １月８日(火) 
   一関工業高校 
   専門部の体制、今後の方向性について話

し合いを持った 
 
２ 平成２０年度の活動 
 （１） 第１回役員会  ５月 ２日（金） 
 （２） 総会・見学会  ６月 ２日（月） 
  【見学先】 盛岡東京電波 
 （３） 東北地区情報技術教育研究大会 
    ６月１９日（木）～６月２０日（金） 
 （４） 全国情報技術教育研究大会 
    ７月３１日（木）～８月１日（金） 
 （５） 第２回役員会  １１月２７日(木) 
 （６）第２８回研究発表大会 
   １１月２７日（木）～１１月２８日（金） 



（４）山形県 

 

山形県立東根工業高等学校 

 庄 司 洋 一 

 

１ 平成１９年度活動報告                    

 

（１）第1回部会（理事会・総会 

期 日 平成１９年６月１３日（水） 

 会 場 山形県立東根工業高等学校 

 参加者 １１名（１０校） 

協議・報告内容 

①平成１８年度会務・会計報告について 

②役員改選 

③平成１９年度事業計画・予算について 

④平成２０年度以降の山情技報の発刊について 

 

（２）第２回部会（理事会・研究発表会） 

期 日 １１月２６日（月） 

会 場 東根市さくらんぼタントクルセンター 

参加者 理事会   １０名（ ９校） 

研究発表会 ２７名（１０校） 

【理事会】協議・報告内容 

①平成２０・２１年度東情研事務局について 

②平成２１年度東情研研究大会開催について 

③研究発表会選考方法について 

【研究発表会】 

１）実習機器の再生 

～PICをPC（プログラマブルコントロール）の

代用として～ 

東根工業高校 電子システム科 井上  毅 

２）情報処理技術者試験 午前減免申請について 

山形工業高校 情報システム科 鈴木 友和 

３）「デジカモ計画」2005～2007 

教材に活用したロボット開発 

長井工業高校 電子システム科 山口 清樹 

４）ぷろじぇくとL Next Stage 

～Linux/OSS技術者育成を目指した 

実践的アプローチ～ 

寒河江工業高校 情報技術科 齋藤 秀志 

５）楽しいものづくりをするための実践 

酒田工業高校 情報システム科 古川 武房 

早坂  貢 

６）GISの様々な活用 

米沢工業高校 建設系 高梨 早苗 

７）ものづくりコンテストに向けて 

山形工業高校 電子システム科 芦野 広巳 

資料発表  市販学習キットとフリーソフト 

～回路学習から基板づくりまで～ 

蔵王高校 情報機械科 佐藤紳一郎 

那須 将哉 

 

（３） 部会誌「山情技報」第２７号の発行 

 

（４） 山情研Ｗｅｂページの更新 

 

 

２ 平成２０年度活動計画 

 

（１）第１回部会（理事会・総会） 

 期 日 平成２０年６月１１日（水） 

 場 所 山形県立東根工業高等学校 

 

（２）第２回部会（理事会・研究発表会） 

 期 日 平成２０年１１月２６日（水） 

 場 所 東根市さくらんぼタントクルセンター 

 

（３）部会誌「山情技報」第２８号の発行 

 

（４）山情研Ｗｅｂページの更新 

 

 



（５）宮城県 

 

宮城県鶯沢工業高等学校  

 教諭 濱田 敏史  

 

平成 19 年度の活動報告 

 

１．第２回宮城県情報技術教育委員会 

（１）期日 平成 20年 2月 25日（月） 

（２）時間 10:00～15:30 

（３）会場 宮城県米谷工業高等学校 

      情報技術科コンピュータ室 

（４）内容 

・研究発表会（東情研発表選考会） 

①「KNOPPIX OS を利用した小学校パソコ

ン教室」 

宮城県鶯沢工業高等学校（阿部茂雄） 

②「WEB サービス(GOOGLE GROUP)の活用」 

  ～生徒がお互いに学び合う環境作りを目

指して～ 

  宮城県石巻工業高等学校（鈴木圭） 

③「情報モラルを意識した情報技術基礎への

取り組み」 

～普通教科「情報」との関連および生徒指

導との連携～ 

  宮城県米谷工業高等学校（高橋茂寿） 

④「情報系学科の資格取得について」 

  ～ジュニアマイスターゴールドへの道～ 

宮城県米谷工業高等学校（廣岡芳雄）   

・平成 20年度東情研発表者選考 

・平成 20年度東情研大会について 

・平成 21年度全情研大会について 

・情報交換会 

・その他 

 

平成 20 年度の活動計画および報告 

 

１．第１回宮城県情報技術教育委員会 

（１）期日 平成 20年 5月 9日（金） 

（２）時間 16:15～17:00 

（３）会場 宮城県工業高等学校 講義室 

（４）内容 

  ・平成 19年度報告 

・委員委嘱 

 ・基本方針について 

・活動計画について 

・平成 20年東北地区情報技術教育研究会 

発表者について 

①「KNOPPIX を利用した小学校パソコン

教室」 

宮城県鶯沢工業高等学校（阿部茂雄） 

②「WEB サービス(GOOGLE GROUP)の活

用」 

～生徒がお互いに学び合う環境作り

を目指して～ 

宮城県石巻工業高等学校（鈴木圭） 

・その他 

①研修会の内容について 

②事務局ローテーションについて 

③退会校について 

④その他 

 

２．宮城県情報技術教育委員会第１回研修会 

（１）期日 平成 20年 11月（予定） 

（２）時間 9:30～15:30 

（３）場所 （ 未定 ） 

（４）内容 講話（ 未定 ） 

 

 

３．第２回宮城県情報技術教育委員会 

（１）期日 平成 20年 2月（予定） 

（２）時間 10:00～15:30 

（３）会場 （ 未定 ） 

（４）内 容 

・研究発表会（東情研発表選考会） 

  発表者 （ 未定 ） 

・平成 21年度東情研発表者選考 

・平成 21年度東情研大会について 

・情報交換会 



（６）福島県 

 

福島県立平工業高等学校 

      情報技術科 草野 修 

 

１ 会員状況 

会員校は１７校です。 

２ 今年度活動状況 

（１） 第１回理事会・総会 

 日 時  平成１９年５月２１日 

 場 所  福島県立会津工業高等学校 

 参加校  １４校 

（２） 制御技術講習会 

 日 時  平成１９年８月１６～１７日 

 場 所  福島県立会津工業高等学校 

 参加人数 ２１名 

（３） 第２回理事会 

 日 時  平成２０年２月１４日 

 場 所  清陵山倶楽部 

 参加校  １５校  

（４） 第３３回研究協議会 

日 時  平成２０年２月１４日～１５日 

会 場  清陵山倶楽部 

主管校  福島県立勿来工業高等学校 

（５）＜研究発表＞ 

  エンベデットとネット実習教材の紹介 

郡山北工業高等学校 本田 文一 

 

① セミコンＪａｐａｎ出展への取り組み 

   会津工業高等学校  村上  輝 

 

③ｉモード用自宅サーバーの構築 

   白河実業高等学校  有松  忍 

 

④イルミネーションライトの製作実習 

  ～より良いものづくり体験を目指して   

   勿来工業高等学校  佐武 哲也 

 

⑤ 授業「制御技術」における取り組みと 

今後の課題 

   清陵情報高等学校  新妻  孝 

金澤 直人 

 

⑥ ＵＤ検証のマルチメディア化 

   福島工業高等学校  鈴木  武 

 

⑦ 高大連携による課題研究 

   平工業高等学校   田畑   淳 

 

⑧ 電気自動車の製作 

   小高工業高等学校  新関幸太郎 

              

⑨ ＰＬＤ実習への取り組み 

   会津工業高等学校  渡邊  豊 

             高畑 利夫 

 

⑩ 非接触搬送の動作解析 

   郡山北工業高等学校 山口 真二 

               

⑪ ＰＩＣマイコンで作るインドア・プレー

ン 

   喜多方工業高等学校 渡部 高夫 

 

⑫ 中高一貫連携事業 

ものづくり体験学習への取り組み 

   塙工業高等学校   佐藤 光三 

 

⑬ 組み込みシステムプログラミングの基礎 

   二本松工業高等学校 桑折 博明 

 

 

平成２０年度から事務局が平工業高等学校に

変わりました。 



３ 全国高校生プログラミングコンテストについて 

年 度 県名 学 校 名 チーム数 結 果 

平成 17 山形 山形県立寒河江工業高等学校 １ 予選敗退 

 福島 福島県立郡山北工業高等学校 １ 予選敗退 

平成 18 福島 福島県立郡山北工業高等学校 ３ 決勝進出・1 回戦敗退 

 山形 山形県立寒河江工業高等学校 １  

平成 19 福島 福島県立郡山北工業高等学校 ３ 決勝進出・７位 

 宮城 宮城県工業高等学校 ３ 予選敗退 

平成 20 宮城 宮城県工業高等学校 ３ 決勝進出・準優勝 

 福島 福島県立郡山北工業高等学校 １ 予選敗退 

平成 20 年度(第 29 回)は平成 20 年 11 月 8 日(日) に実施。 

 

４ 高校生ものづくりコンテストについて 

回数(年度) 学 校 名 参加者 順 位 

第 5 回(平成 17) 仙台工業高等学校 寺田 学弘 第 4 位 

第 7 回(平成 19) 宮城県工業高等学校 松浦 脩人 第 3 位 

第 8 回高校生ものづくりコンテスト(平成 20 年度)は 11 月 3 日(月･祝)に実施。 
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